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年
頭
に
当
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
家
族
、
ご
友
人
と
共
に
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
事
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
当
議
会
、
各

議
員
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
議

会
を
代
表
し
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
皆
様
と
共
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
本
年
も
新
た
な
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
変
異
株
が
拡
散
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
収
束
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
当
町
で
は
感
染
防
止
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
取
組

む
な
ど
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
積
極
的
な
ご
協
力
に
よ
り
12

歳
以
上
の
接
種
率
は
約
90
％
ま
で
進
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本

年
も
2
月
か
ら
3
回
目
の
接
種
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

個
人
の
判
断
に
な
り
ま
す
が
、
接
種
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
府
の
西
脇
知
事
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
積
極
的
に
取
組
ん
で
頂

い
て
お
り
、
医
療
・
療
養
体
制
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て

入
院
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
一
元
管
理
の
設
置
、

自
宅
療
養
中
の
見
守
り
体
制
、
妊
産
婦
へ
の
支
援
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
全
額
公
費
で
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
取
組
ん

で
頂
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
を
収
束
さ
せ
、
新
た

な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
地
域
経
済
、
社
会
活
動
を
取
り
戻
し
、

明
る
い
平
穏
な
社
会
に
す
る
た
め
に
、
住
民
の
皆
様
と
共
に
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
早
々
不
安
定
な
状
況
で
す
が
、
本
年
4
月
に
は
町
長
、
議

員
の
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。
町
長
も
2
期
目
最
後
の
仕
上
げ
の
3

ヵ
月
で
あ
り
ま
す
。
若
き
行
動
力
溢
れ
る
町
長
で
あ
る
と
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
は
何
と
し
て
も
申
し
上
げ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
財
政
の
建
て
直
し
と

公
共
施
設
統
廃
合
で
あ
り
ま
す
。
私
達
の
町
は
合
併
し
ま
し
た
が
、

現
状
で
は
旧
3
町
の
ま
ま
を
維
持
管
理
し
て
い
る
状
態
で
す
。
合

併
当
時
か
ら
５
，０
０
０
人
が
人
口
減
少
し
て
お
り
、今
後
も
益
々

減
少
し
て
い
き
ま
す
。
当
然
こ
の
ま
ま
の
財
政
状
況
で
は
施
設
の

維
持
管
理
だ
け
で
も
財
政
は
持
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
施
設

の
老
朽
化
が
益
々
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
当
町
に
思
わ
ぬ
惨

事
や
非
常
事
態
が
起
き
た
時
に
独
自
の
対
策
が
取
れ
な
い
状
況
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
財
政
余
力
の
持
て
る
行
政
運
営
が
最
も
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
財
政
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
頂
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
議
員
も
4
月
の
選
挙
で
新
た
な
議
会
構
成
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
議
員
は
二
元
代
表
制
の
一
員
と
し
て
住
民
自
治
を
し
っ

か
り
と
司
る
使
命
と
自
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

言
っ
た
意
味
か
ら
も
、
大
所
高
所
か
ら
物
事
の
考
え
ら
れ
る
議
会
、

議
員
の
人
材
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
議
会
、
議
員
の

資
質
や
考
え
方
、
政
治
姿
勢
も
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
次
の
選
挙

で
は
住
民
の
皆
様
に
も
し
っ
か
り
見
極
め
て
頂
い
た
上
で
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
か
ら
令
和
に
入
り
新
た
な
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
り
我
が
国
の
経
済
は
確
か
に
前
進
し
て
お
り
、

努
力
の
報
わ
れ
る
明
る
い
社
会
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
に
向
け
更
に
社
会
環
境
を

変
え
る
べ
く
試
練
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
「
寅
」（
と

ら
）
年
で
あ
り
ま
す
。「
寅
年
は
木
の
枝
や
芽
を
伸
ば
し
成
長
さ

せ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
干
支
で
あ
り
ま
す
。
私
達
も
干
支
に

ち
な
み
、
地
域
経
済
、
社
会
活
動
を
活
発
化
さ
せ
成
長
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
春
が
来
て
草
木
が
伸
び
始
め
る
よ
う
に
、
本

年
が
町
民
・
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
心
豊
か
で
災
害
の
無
い
輝
か

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
か
ら
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

与謝野町議会議長
多田 正成

全困窮業者に支援を
― 補正予算修正案可決 ―

12
月
議
会
の
よ
う
す

　
12
月
定
例
会
は
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
で

開
催
さ
れ
た
。
条
例
の
一
部
改
正
や
指
定
管
理
者
の

指
定
、
補
正
予
算
等
、
追
加
議
案
も
含
め
都
合
19
件

の
議
案
を
審
査
し
た
。
主
な
内
容
は
、
町
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
冷
凍
米
飯
施
設
の
無

償
譲
渡
、
補
正
予
算
第
４
号
、
追
加
議
案
と
し
て
補

正
予
算
第
５
号
が
上
程
さ
れ
た
。
国
に
よ
る
18
歳
以

下
へ
の
10
万
円
給
付
を
当
町
で
は
現
金
10
万
円
給
付

に
す
る
提
案
が
さ
れ
た
。
一
般
質
問
で
は
14
名
が
、

町
政
の
検
証
等
を
各
議
員
の
提
案
を
含
め
議
論
さ
れ

た
。

　
本
会
議
で
特
に
質
疑
が
多
か
っ
た
の
は
、
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
審
査
の
結
果
や
現

状
と
の
違
い
等
、
町
管
理
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
く
の
か
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

補
正
予
算
第
４
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
事
業
と
し
て
、
町
内
飲
食
店
元
気
回
復
応
援
事
業

へ
質
疑
が
集
中
し
た
。
結
果
、
補
正
予
算
第
４
号
は
、

修
正
案
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

内
容
説
明

　

補
正
予
算
第
４
号
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
，
５
０
７
万
円

を
追
加
し
、総
額
を
１
２
６
億
５
，６
４
１
万
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。

　

主
な
内
容
は
、
障
害
者
生
活
支
援
事
業
と
し
て
身
体
障
害
者
補
装
具
給
付
費
や
自
立

支
援
給
付
費
、
障
害
児
通
所
・
相
談
支
援
給
付
費
等
の
増
額
６
，
０
１
５
万
９
千
円
、

認
定
こ
ど
も
園
管
理
運
営
事
業
と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
等
の
増
額
１
，
１
７

８
万
６
千
円
、
認
可
外
保
育
所
支
援
事
業
と
し
て
保
育
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の
増
額

１
，
０
０
３
万
２
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
と
し
て
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
、
飲
食
店
元
気
回
復
応
援
事
業
等
の
追
加
に
伴
う
増
額
１
億
６
，
４
３
２

万
７
千
円
等
が
計
上
さ
れ
た
。
特
に
飲
食
店
元
気
回
復
応
援
事
業
に
多
く
の
議
員
が
質

疑
を
行
い
、
修
正
案
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

3 2※ 原稿はすべて本人が提出しています。



問　

企
業
立
地
推
進
事
業
７

８
０
万
円
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
何
故
か
。

商
工
課
長　

企
業
側
の
都
合

で
今
年
度
の
申
請
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
。
来
年
度
に
申

請
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問 企
業
立
地
推
進

渡
邉
貫
治

問　

加
悦
庁
舎
の
印
刷
費
40

万
円
が
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ア
ル
な
会
議

が
減
っ
て
い
る
中
で
、
な
ぜ

印
刷
費
が
増
加
す
る
の
か
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
き

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

企
財
課
長　

行
政
と
し
て
も

デ
ジ
タ
ル
化
の
方
策
の
一
つ

と
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、
な
か
な
か
一
足
飛

び
に
改
善
に
繋
が
っ
て
い
な

い
。

問　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

こ
と
で
無
駄
な
お
金
を
使
わ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
財

政
健
全
化
の
一
つ
で
あ
る
。

企
財
課
長　

お
っ
し
ゃ
る
通

り
。
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き

た
い
。

立
案
の
考
え
が
ず
れ
て
い
る

問　
３
団
体
か
ら
の
要
望
書

は
、
飲
食
店
と
宿
泊
業
者
の

売
上
規
模
が
相
当
な
差
が
あ

る
。
と
あ
り
、
こ
の
部
分
が

一
番
の
趣
旨
で
あ
る
。
つ
ま

り
宿
泊
業
者
の
支
援
を
お
願

い
す
る
要
望
書
な
の
で
、
そ

も
そ
も
立
案
に
至
っ
た
考
え

方
が
ず
れ
て
い
る
。
観
光
業

は
支
援
が
全
く
無
い
中
で
売

上
も
90
％
以
上
減
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
上
で
な
ぜ
今
、

飲
食
店
を
さ
ら
に
支
援
す
る

考
え
に
至
っ
た
の
か
。

町
長　

観
光
補
助
事
業
の
実

施
、
町
内
宿
泊
利
用
者
へ
の

割
引
ク
ー
ポ
ン
の
実
施
、
ま

た
前
回
の
飲
食
店
応
援
ク
ー

ポ
ン
の
実
施
と
あ
る
。
町
内

の
方
で
あ
れ
ば
安
心
安
全
が

担
保
で
き
る
と
考
え
る
。
飲

食
店
の
み
な
ら
ず
取
引
業
者

等
へ
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。

問問問 財
政
健
全
化
は
デ
ジ
タ
ル
化

今
井
浩
介

問　

今
年
の
Ｊ
Ａ
米
買
入
価

格
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
30
㎏
が
５
，

２
８
０
円
と
１
，
４
５
０
円

22
％
も
下
が
っ
た
。
経
営
が

成
立
つ
金
額
で
な
く
、
米
づ

く
り
を
止
め
よ
う
か
と
い
う

農
家
も
あ
り
、
農
地
の
荒
廃

が
懸
念
さ
れ
る
。
府
や
府
下

６
市
町
で
支
援
を
実
施
す
る
。

与
謝
野
町
も
支
援
を
制
度
化

す
る
べ
き
。

町
長　

国
の
経
済
対
策
で
支

援
す
る
。
１
月
中
〜
下
旬
に

は
示
せ
る
だ
ろ
う
。

福
祉
灯
油
こ
そ
急
が
れ
る

問　

原
油
価
格
の
高
騰
で
、

き
び
し
い
正
月
と
な
る
。
全

国
で
は
、
灯
油
配
布
や
購
入

補
助
を
す
る
県
や
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
支
援
が
急
が
れ

る
、
与
謝
野
町
も
実
施
を
。

町
長　

現
在
庁
舎
内
で
、
制

度
設
計
を
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。

問 米
価
下
落
へ
の
支
援
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
関
連
で
倒
産

し
て
い
る
、
全
国
中
小
企
業

の
統
計
・
状
況
・
詳
細
等
が

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
担
当

課
と
し
て
は
理
解
・
把
握
さ

れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

商
工
課
長　

倒
産
件
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。

問　

全
国
的
な
状
況
も
踏
ま

え
て
、
ど
う
い
っ
た
業
種
が

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
か
し
っ
か
り
と
把
握

を
し
、
本
当
に
必
要
な
業
種

を
一
番
先
に
対
策
、
手
当
て

を
す
べ
き
で
あ
る
。
飲
食
店

へ
の
府
の
協
力
金
と
デ
リ
バ

リ
ー
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等
の

企
業
努
力
で
黒
字
を
出
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
が
、
ど
う

理
解
し
て
い
る
か
。

商
工
課
長　

協
力
金
は
理
解

し
て
い
る
が
、
手
元
に
ま
だ

届
い
て
い
な
い
所
も
あ
る
。

問　

国
の
月
次
支
援
金
の
よ

う
な
、
飲
食
店
だ
け
で
は
な

く
、
多
業
種
に
も
該
当
す
る

補
助
制
度
を
作
る
べ
き
と
再

三
、
所
管
委
員
会
で
も
指
摘

し
て
い
る
が
ど
う
か
。

商
工
課
長　

そ
う
い
っ
た
制

度
を
作
る
に
は
、
大
規
模
な

予
算
設
計
が
い
る
。
そ
う
い

っ
た
流
れ
の
中
で
、
１
月
以

降
の
補
正
予
算
の
中
で
、
対

応
し
て
い
く
段
階
に
、
今
あ

る
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

問　

今
回
の
飲
食
店
補
助
で

は
２
，
３
５
０
万
円
の
予
算

計
上
で
あ
る
。
仮
に
５
万
円

の
補
助
で
１
千
事
業
者
の
補

助
申
請
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

５
千
万
円
の
予
算
だ
。
や
る

気
が
あ
る
な
ら
、
す
ぐ
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

（
議
員
提
言
）

問問問

問

現
状
把
握
し
た
補
助
金
を和

田
裕
之

問　

今
年
６
月
も
補
助
し
た

の
が
飲
食
店
で
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
な
ぜ
飲
食
店

が
対
象
な
の
か
。

商
工
課
長　

年
末
年
始
の
流

れ
の
中
で
少
な
い
財
源
、
ま

ず
は
飲
食
店
の
対
応
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

問　

補
助
金
は
、
幅
広
く
町

民
に
い
き
わ
た
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
事
業
者
に
対
し
て
は
様
々

な
か
た
ち
で
支
援
は
す
る
。

飲
食
店
に
す
る
の
は
、
商
工

会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

客
の
戻
り
が
、
ま
だ
ま
だ
と

い
う
こ
と
か
ら
だ
。

問問

今夏配布された商品券

飲
食
店
に
固
執
の
理
由
は髙

岡
伸
明

認証店ステッカー

農家に救いの手を

問　

経
済
対
策
の
中
で
、
な

ぜ
今
飲
食
店
だ
け
に
限
定
し

た
支
援
策
な
の
か
。

町
長　

今
な
お
顧
客
回
復
や

景
気
回
復
が
困
難
な
業
種
は

飲
食
業
で
あ
る
か
ら
。

商
工
課
長　

町
内
の
閉
塞
感

を
打
開
し
た
い
か
ら
。

問　

顧
客
回
復
に
苦
し
む
業

者
は
飲
食
店
だ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
町
内
飲
食
店
約
90
店

舗
中
、
京
都
府
認
証
飲
食
店

だ
け
の
対
象
で
あ
る
が
、
対

象
店
は
35
件
だ
け
な
の
も
お

か
し
い
。

商
工
課
長　

こ
の
事
業
で
認

証
店
を
増
や
し
た
い
。
ま
た

他
の
業
種
に
対
し
て
は
次
の

補
助
制
度
で
対
応
し
た
い
。

問　

全
て
の
町
民
か
ら
の
理

解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

多
く
の
方
が
納
得
の
い
く
予

算
執
行
が
必
要
で
あ
る
。

町
長　

こ
れ
で
や
り
た
い
。

問

問

問 理
解
し
が
た
い
提
案

家
城　

功

町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

多くの企業立地を

永
島
洋
視

商
工
課
長

商
工
課
長

商
工
課
長

企
財
課
長

企
財
課
長

商
工
課
長

商
工
課
長

商
工
課
長

商
工
課
長

商
工
課
長

5 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 4※ 原稿はすべて本人が提出しています。



一般会計補正予算第４号に対する修正案

提出者
家城　功（よさの２１クラブ）

　補正予算内の飲食店元気回復応援補助金、いわゆる飲食店用のクーポン事業にかかる2,300万

円を一旦、予備費にまわす案である。再度使途に関して、考えてほしいという思いからである。

飲食店を応援することに異議はないが、他業種や町民にも困っている方はおられる。その方達の

ことも考え、より多くの方の助けとなる予算案を作成してもらいたい。

髙岡 伸明（日本共産党与謝野町議員団）

　「困っている人に支援を」

　クーポン券1万円を5千円で4千人分販売する事業だ。年金生活で外食などできないという人に

は意味が無く、金銭に余裕のある人が得をする制度だ。困っている人にこそ支援をしてほしいと

いう声が寄せられている。緊急小口資金の資料では、飲食店だけが厳しいということにはなって

ない。党議員団は、飲食店への支援を否定するものではないが、コロナ禍で影響を受けた他の業

種への支援も含めて事業を見直すべきであるという点で、修正案に賛成するものだ。

山﨑 良磨
　「不平等のないような施策を」
　コロナ禍においての売り上げ減少は、飲食店に限らず大半の業種に及んでいると、考えられる。

この補助金事業においては、一部の町民と事業者しか恩恵に預かれず、不平等感を感じるもので

ある。飲食店も内包したより多くの事業者、町民が恩恵に預かれる方向に練り直すべきではない

かと提言し、修正案に賛成するものとする。

賛成討論

賛成討論

今井 浩介（よさの２１クラブ）
　「観光業、特に宿泊業への要望書」
　要望書の趣旨は、飲食店と宿泊施設の売上規模は相当な差がある。よって、与謝野町独自の観光

関連事業者に対する協力金・支援金の交付をお願いしたいとある。主に観光業、特に宿泊業に対す

る支援を求められている要望書。現在でも経営が厳しい店舗も町内にあるかもしれないが、国や京

都府の協力金があった飲食店にさらに支援する考えや、事業立案に至った背景が理解できない。本

当に困っている方や業種をしっかり調査し、最大の効果が出る誰もが納得できる事業を望む。

賛成討論

12 月議会　賛否一覧 賛否の分かれた議案のみ掲載

11:3

反　
対

：

賛　
成

○印は賛成　×印は反対　　（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案の賛否を決定します）

多
田　
正
成

宮
﨑　
有
平

家
城　
　
功

渡
邉　
貫
治

浪
江　
秀
明

河
邉
新
太
郎

和
田　
裕
之

山
﨑　
政
史

今
井　
浩
介

安
達　
種
雄

下
村　
隆
夫

山
﨑　
良
磨

杉
上　
忠
義

永
島　
洋
視

髙
岡　
伸
明

○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 －

　 　 １ １ 　 　 １ 　 　 　 　 　 ２ 　 －

　 　 １ 　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

　 １ 　 　 　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 －

　 １ ２ １ １ 　 　 　 　 　 １ 　 　 　 －

１ ２ １ １ 　 １ ２ 　 １ 　 　 １ ２ 　 －

　 １ １ １ 　 　 １ 　 １ 　 　 　 １ 　 －

令和3年度一般会計補正予算（第4号）に対する修正案

議　案

議員名

12 月議会　発言回数一覧

2

5

2

2

6

12

6

発
言
者
数

多
田　
正
成

宮
﨑　
有
平

家
城　
　
功

渡
邉　
貫
治

浪
江　
秀
明

河
邉
新
太
郎

和
田　
裕
之

山
﨑　
政
史

今
井　
浩
介

安
達　
種
雄

下
村　
隆
夫

山
﨑　
良
磨

杉
上　
忠
義

永
島　
洋
視

髙
岡　
伸
明

大豆・米乾燥調整施設の指定管理者の指定について

旧加悦鉄道加悦駅舎の指定管理者の指定について

旧尾藤家住宅の指定管理者の指定について

かや山の家の指定管理者の指定について

財産の無償譲渡について

令和３年度一般会計補正予算（第４号）

令和３年度一般会計補正予算（第５号）

議　案

議員名

　令和３年12月に加悦地域で開園する、つばきこども園を制定するため
の条例改正が主な内容である。議員からは工事契約の変更について、また
12月開園としたことについての質疑があった。全２議案が全会一致での
可決となった。

11月臨時議会

7 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 6※ 原稿はすべて本人が提出しています。



実際の駅舎

問　

旧
加
悦
鉄
道
に
関
す
る

資
料
を
収
集
保
存
し
、
そ
れ

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
文
化
の
向
上
、
観
光
振

興
を
目
的
と
す
る
と
あ
る
。

加
悦
Ｓ
Ｌ
広
場
が
閉
園
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、Ｓ
Ｌ
広
場

に
あ
る
備
品
・
資
料
・
展
示

品
を
加
悦
鉄
道
資
料
館
（
旧

加
悦
鉄
道
加
悦
駅
舎
）
で
保

存
・
展
示
活
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
町
は
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
が
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
加
悦
鐵
道
保
存
会

は
、
業
務
内
容
の
文
化
財
の

特
殊
性
を
よ
く
理
解
し
、
管

理
運
営
し
て
い
く
努
力
を
さ

れ
て
い
る
。
観
光
・
文
化
面

で
の
発
信
力
も
期
待
で
き
る

が
町
の
考
え
を
問
う
。

観
光
課
長　

保
存
・
展
示
方

法
の
工
夫
の
必
要
性
は
わ
か

る
が
、
特
別
な
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。
駅
舎
の
維
持
管

理
、
加
悦
鉄
道
資
料
の
文
化

的
価
値
の
重
要
性
は
十
分
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

鉄
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
・
観
光
事
業
を
期
待
し
て

い
る
。

問 旧
加
悦
駅
舎
指
定
管
理
者杉

上
忠
義

指定管理で施設運営
㈱ファーマーズライス

問　

指
定
管
理
は
、
財
政
圧

迫
の
原
因
の
一
つ
。
今
後
に

向
け
た
考
え
方
の
転
換
を
す

べ
き
。
ど
う
い
っ
た
基
準
で

審
査
を
し
、
ど
う
い
っ
た
協

議
が
今
回
な
さ
れ
た
の
か
。

今
後
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

副
町
長　

条
例
に
基
づ
き
、

直
営
か
指
定
管
理
か
ど
ち
ら

が
効
率
的
か
を
中
心
に
協
議

し
審
査
を
し
た
。

町
長　

効
率
的
な
施
設
運
営

が
最
重
要
で
あ
る
が
、
時
代

や
施
設
の
考
え
方
の
変
化
な

ど
を
鑑
み
、
様
々
な
工
夫
を

し
な
が
ら
尽
力
を
し
て
い
く
。

問　

指
定
管
理
者
の
運
営
状

況
を
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
経
費
縮
減
に
つ
な
が

る
運
用
の
強
化
を
。

町
長　

提
案
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
し
、

今
後
取
り
組
む
約
束
を
す
る
。

問

問

指
定
管
理
者
考
え
の
転
換
を

家
城　

功

問　

議
案
１
１
７
号
か
ら
１

２
０
号
ま
で
町
の
施
設
の
指

定
管
理
だ
が
、
当
町
の
重
要

観
光
施
設
へ
の
誘
客
に
つ
い

て
、
町
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
が

ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ラ
イ
ス
に
お

い
て
は
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
な
ど
で
幅
広
く
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
山
の
家
な

ど
、
併
せ
て
町
全
体
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。

全
体
の
Ｐ
Ｒ
、

指
定
管
理
も
含
め
て
観
光
施

設
の
町
外
へ
の
情
報
発
信
等

に
つ
い
て
、
近
日
複
業
人
材

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
任
命
を

行
う
。
広
報
、
広
聴
に
関
し
、

職
員
だ
け
で
な
く
民
間
の
活

力
を
取
り
入
れ
、
幅
広
い
考

え
方
で
戦
略
を
策
定
し
た
い
。

観
光
Ｐ
Ｒ
は「
海

の
京
都
Ｄ
Ｍ
О
」
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
。
府
内
の
主

要
な
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
置
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

し
て
い
る
。
た
だ
、
紙
媒
体

は
枚
数
が
限
ら
れ
る
の
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
目
に
つ
か

な
い
と
の
意
見
も
聞
い
て
い

る
が
、
来
町
さ
れ
た
お
客
様

に
は
渡
し
て
い
る
。

問 町
外
部
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
は安

達
種
雄

問　

端
的
に
尋
ね
る
と
、
民

営
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
一

環
で
無
償
譲
渡
さ
れ
る
の
か
。

農
林
課
長　

そ
の
通
り
で
あ

る
。
先
方
か
ら
も
、
打
診
が

あ
り
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ

た
。

問　

町
が
所
有
す
る
株
式
の

額
面
が
大
き
い
の
で
、
売
却

は
簡
単
で
は
な
い
と
思
う
が
、

町
民
の
資
産
で
あ
る
の
で
、

額
面
割
れ
は
避
け
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
。

農
林
課
長　

そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
話

を
進
め
た
い
。

問問 民
営
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス

山
﨑
良
磨

　

町
の
施
設
を
運
営
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
選
定
す

る
議
案
7
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
全
員
賛
成

で
承
認
さ
れ
た
。

　

７
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
そ
の
主
な
も
の
は

①
Ｓ
Ｌ
の
保
存
と
活
用
目
的
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
方

を
問
い
た
だ
す
も
の

②
経
費
縮
減
に
つ
な
が
る
運
用
を
求
め
る
も
の

③
観
光
へ
の
有
効
な
活
用

④
今
年
度
か
ら
黒
字
に
な
っ
た
場
合
、
一
部
を
町
に
還

元
す
る
と
い
う
運
用
に
つ
い
て
の
疑
義

⑤
経
営
努
力
が
反
映
さ
れ
る
指
定
管
理
料
へ
の
見
直
し

等
で
あ
っ
た
。（
施
設
ご
と
の
議
案
と
指
定
管
理
者

一
覧
表
を
参
照
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
成
11
年
、
旧
加
悦
町
の
と
き
に
チ
ル
ド
米
飯
・
冷

凍
米
飯
製
造
、
米
販
売
の
事
業
を
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ラ
イ
ス
を
資
本
金
６
，
１

０
０
万
円
（
内
与
謝
野
町
出
資
４
，
０
０
０
万
円
）
で

設
立
し
た
。
今
回
の
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
は
、

設
立
当
初
の
土
地
、
建
物
、
備
品
類
（
棚
・
ロ
ッ
カ
ー
類
、

光
学
機
器
、
厨
房
器
具
類
、
車
両
運
搬
類
、
建
物
附
随

設
備
類
）
等
を
無
償
譲
渡
す
る
議
案
で
あ
り
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
た
。

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

副
町
長

観
光
課
長

企
財
課
長

観
光
課
長

農
林
課
長

農
林
課
長

施　設　名 指定管理者

大豆・米乾燥調製施設

生産物特産加工販売施設（ちんざん）

大内峠一字観公園

旧加悦鉄道加悦駅舎

旧尾藤家住宅

かや山の家

加悦椿文化資料館

株式会社  与謝ファーム

有限会社  明人夢村
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9 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 8※ 原稿はすべて本人が提出しています。



　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
、
１
億
４
，
６
９
９
万
１
千
円
を
追
加
し
、

令
和
３
年
度
の
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、
１
２
８
億
３
，

４
０
０
万
５
千
円
と
す
る
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追
加
補
正
の
主
な
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
事
業
に
お
け
る（
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
）

１
億
４
，
２
０
０
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

●　去る11月に発行しました62号の決算特集
ページにおきまして、水道事業会計の項目を
掲載しておりませんでしたので以下に記載さ
せていただきます。
　　誠に申し訳ございませんでした。

●　62号の表紙におきまして、被写体のお子様
とファイル穴が重なり身体の一部に穴が開い
た状態で発行してしまいました。今後はこの
ようなことのないように入念なチェックを行
います。
　　誠に申し訳ございませんでした。
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家城　功（よさの２１クラブ）
　「高評価できる決断」
　子育て世代への臨時給付金については、国の方針が二
転三転する中で、行政においても、対応がなかなか判断
しにくい状況下において、一括現金支給で10万円を対象
者に給付されるものであり、今回の判断と決断は、高評
価に値すると感じている。この給付金については、色々
な考えや意見があると理解しているが、子育て世代の方
や未来を担う子どもたちにとって、有効に意味のある使
われ方がされ、ひいては地域経済の活性化につながるこ
とを大いに期待する。

賛成討論

－ お詫びと訂正 －

項　目 収　入 支　出

収益的収支

資本的収支

8億1,679万円

1億6,156万円

7億6,994万円

4億1,012万円

■水道事業会計

議会懇談会・投書箱・町から
回答一覧 与謝 町野

　昨年度は中止としました議会懇談会は、今年度無事に開催することができました。懇談会でいただいた
議会と行政に対する質問や要望について、回答を掲載します。
　併せて岩滝・野田川・加悦の庁舎に設置した投書箱へいただいた意見、質問について回答します。

Q　公共施設の問題で、第三者委員会の答申に議会も従う認識で良いか。実施計画の無い計画で議会のチェック機能が働いてい
ないのではないか。

A　答申を尊重する。
Q　第三者委員会の答申で、行政は白紙に戻したのか。町民は白紙撤回ととらえて良いのか。
A　はい。白紙と考えていただいたら良いです。
Q　町は予算化して第三者委員会を設置した。行政からきちんと説明が無い。議会としてチェックする必要があるのではないか。
A　議会として、十分検討してチェックした。
Q　第三者委員会の報告があったとき、議会ではどのような議論がされたのか。
A　議案の審議にかかわるような提案は、町からなかった。報告があったのみで、今後は広く町民の意見を聞く地域デザイン会

議を開催する。議会としてはその辺を見極めている段階。
Q　地域デザイン会議と社会教育施設及び就学前教育保育施設のあり方。これとの関係は。
A　地域デザイン会議は、あくまで町全体の公共施設のあり方を町民の皆様に広く議論していただく場である。認定こども園の

ことだけを議論するのではない。与謝野町全体の公共施設の今後について、管理運営も含めてあり方を検討すると聞いている。
Q　地域デザイン会議の次の委員会とはどのような委員会なのか。
A　第三者委員会で設置を求められた委員会で、財政の専門家も入れた委員会を立ち上げるとされている。来年の１月設置予定。
Q　地域デザイン会議の中の委員会で検討するのか。
A　この会議では、具体的な結論は求めていない。意見を集約して次の有識者の入った会議で検討していく。
Q　地域デザイン会議も予算化されている。議会のチェックが必要ではないか。
A　与謝野町の全ての公共施設のあり方を検討していくと聞いている。予算のチェックはしている。議会でも質疑され審議され

ている。
Q　ＰＣＲ検査について、与謝野町独自で検査してもらいたい。ワクチン接種と並行して、誰でも、いつでも、どこでも、何度

でも無料で検査が出来る体制を作るよう国、京都府に要望してほしい。
A　国・府・町への要望を訴えていく。
Q　与謝野町のワクチン接種はどの年齢まで進んでいるのか。
A　ワクチン接種は、順調に進んでいる。現在は12歳までの接種となっている。高齢者については、ほぼ２回目の接種が完了している。
Q　コロナワクチンについて、65歳以上はほとんどが接種している。若者の接種率が低いので啓発をすべき。
A　接種については、町も頑張って呼び掛けているが、アレルギーのある方、小さい子どもについてトラブルを懸念されて接種

されない方もある。ご理解いただきたい。
Q　お盆後多数の感染者が出たが、検査キットの配布とは関係ないと思うが、議会としての意見を聞かせてほしい。
A　お盆明けに感染者が増えたのは事実。検査キットの最終的な考えについては、議会としての統一的な見解はない。各議員が

議会では質問している。
Q　京都府内の業者がインターネットで未承認の検査キットを販売して逮捕された。町が購入した商品と同じと聞いている。逮

捕された業者と町の仕入れ先は関係があるのか。
A　商品としては違う物と認識している。町の購入先は、一般的な薬剤卸売業者から購入している。
Q　検査キットを町民が受け取り、町民以外の人が使う。町民以外の人になぜ税金を使うのか。町税を使う妥当性があるのか疑

問を感じる。
A　町の説明では、町民でない人が町に帰ってきてコロナ感染が広がれば町民にも影響が出る。それを少しでも抑えるために配

布したと聞いている。
Q　使われていない残りの検査キットはどうなっているのか。
A　未使用の検査キットは、こども園等で感染者が出た場合に、町職員（保育士等）のセルフチェックのため使用すると聞いている。

具体的な確認は今後になる。
Q　未承認の新型コロナウイルス検査キットが目的外使用であるならば、補助金の使用に誤りがあったとなるのか。
A　目的外使用であるならば、補助金の返還も想定される。予算の流用で検査キットを購入しているので、議会がチェックでき

なかった。
Q　未承認の新型コロナウイルス検査キットの購入は、公金の不当な支出に当たるのではないかと思うがどのような考えか。住

民監査請求の対象となるのか。
A　住民監査請求は、ご自身でお考え頂きいただきたい。議会からは控えさせていただく。

Q　子どもたちが帰宅時にマスクをしているのを見るのがつらい。接触がダメなら少しでも間隔を開けてマスクを外し健全な生
活ができる環境を提案したい。議会の中でこんな提案があれば町の中の気分が変わる。

A　ご意見の一つとして伺っておきます。
Q　クアハウス岩滝あり方検討委員会は、クアハウス岩滝の状況を理解していたのか。ボイラー、排水が直っていない。オープ

ン直後から休業したが、誰が責任を取るのか。トレーニングマシーンの数も多すぎる。議員は隅々まで見るべき。
A　クアハウス岩滝の予算については、議論を交わし審議した結果である。
Q　議員の観光の考え方は。
A　物見遊山より体験型の観光。食事や観光施設間の移動手段の確保が課題。
Q　クアハウス岩滝の改修に５億円の費用がかかっている。きちんと検討されたのか。工事の議論をどこまでされたのか。
A　最終的に5.3億円となり驚いている。次々に予算要求がありどこまで予算が上がるのかと感じている。スタートした以上はや

っていかなければならない。
Q　クアハウス岩滝のヘアキャッチャーのことはどんな問題なのか。
A　ヘアキャッチャーの清掃について、京都府の規則が15年前から変更となっており、毎日清掃しなければならない。町も指定

管理者もこのことを認識しておらず、１週間に１回しか清掃をしていなかった。また、毎日清掃をすることにより指定管理
料の増額の予算提案があった。

Q　９月定例会で、町民が一番知りたいコロナの抗原検査キットの質問がなぜ止められたのか。
A　令和２年度決算認定での抗原検査キットの質問だった。抗原検査キット購入は、令和３年度事業のため議案に沿わないため。
Q　議会選出の監査委員が決算認定で反対をされている。これはどうしても理解できない。
A　決算審査意見書で、「コンプライアンス上、重大な問題があったことを指摘する。」と指摘がされている。監査委員は、町の

予算が適切に執行されたか審査を行っている。執行された予算が町民の利益にかなった町政運営であったかどうかを判断し
たときに、全国的にも事例があるようだが議員個人の政治姿勢として違う立場を取った。議会選出ではあるが、議員と監査
委員は独立した機関であることをご理解いただきたい。

Q　決算認定で、反対者が多い。どのような観点で審査を行ったのか。どのような異議があったのか。
A　予算の目的に沿った事業であったかのチェック。数字的な財政状況やその確認。審議をした結果、反対討論も含め、今後ど

う活かしていくか、それが議会の役目だと思う。
Q　決算は、予算執行の結果を示す成果報告書だと思う。行政効果の客観的な判断、今後の改善や反省の事項、これらを把握し

て活用していくことが重要であり、結果を町の財政運営、一層の健全化、適正化に役立てる。将来に向けての前向きな考え
方が重要だと思う。そのような観点で協議をお願いしたい。

A　おっしゃるとおりだと思うが、議員それぞれの考え方で判断されているので、大変難しい問題である。
Q　与謝クリーンセンター、クアハウス岩滝の問題。なぜこんなことが起こるのか。事前の計画性や確認、そのようなことがど

うだったのか、おろそかだったのではないか。どういったことが一番必要なのか。予算にとらわれず、もっと本質的なとこ
ろを議論してほしい。

A　議会においては、予算だけにとらわれず、多方面から質疑・追及や提案を行っております。
Q　決算認定において、筋の無い反対、整合性の無い反対をされる状態が正常だと思わない。他の議員は黙って見ているのか。

それで良いか。
A　議員の政治姿勢として反対された。法的に議会が問題にすることができない状況。ご理解いただきたい。
Q　議会中に広報特別委員会の議員が、顔写真を撮影されている。毎回撮らなくて良い。離席をしたり、議長の裏から写真を撮

ることは品位にかける。見直していただきたい。
A　ご意見として伺っておき、今後の課題とさせていただきます。
Q　しっかりと情報収集を行い議論をしていただきたい。その途中経過でも議会だよりで、議員の写真をカットすれば解説文や

中間報告、現状、その後の見通しを公にできる。
A　ご意見として伺っておきます。しかしながら３ヶ月に１度の発行のため、最新の情報が掲載できない懸念があります。
Q　議員が１名欠員だが、支障は無かったのか。４月には議員の改選期、議員定数の見直しの動きはあるのか。
A　議員間討議で３回議論した。現状のまま、２名減、１名減と意見があったが、現状のままの意見が大勢であったので、次回

の選挙は現状の16名で進めている。
Q　サイクリングロードの街灯を全体に設置してほしい。
A　現在は、加悦高から加悦に向かって350ｍ順次工事を行っている。来年度以降も延伸の予定。
Q　府道加悦但東線は、20年前に用地買収後工事がされていない。実行してほしい。
A　宮津養父線では期成同盟会を作り要望を行っている。地元でもそういう気運を高めていただきたい。我々も要望活動をさせ

てもらう。
Q　加悦奥川の改修も目途が立ち、住民で草引きをしている。ちりめん街道も地域が頑張っている。町の財政状況が悪い中、住

民が頑張れば町も良くなるのでないか。
A　今後ともご協力をお願いします。
Q　一般的な町の収入と比較して職員の給料が高いのではないか。
A　職員は法律で守られている。給与表で定められた給料が保障されている。なかなか解雇できない。公務員にも組合があるの

で交渉をしてラスパイレス指数100を基準として、94.6で給料が少ない団体である。
Q　今の職員給料の財源を、今の人員でシェアするのではなく、３倍の人員でシェアすれば一人あたりは相対的に落ちてくるし

雇用も増える。地元の民間企業を参考に給料を考えるのが、地方自治体の根本だと思う。
A　現実的に難しい。
Q　一日一善を町職員がやれば町が相当良くなると思うが、出来ていると思うか。
A　町に伝えます。

Q　財政がどんどん悪化している。令和２年度決算では、どこが悪くなったのか。
A　学校・保育所の解体、認定こども園の建設の事業費が膨れ上がった。それとコロナ関連の緊急支援金が国から交付され、そ

れに対しての歳出が膨れ上がったことが主な原因。
Q　財政が非常に厳しいことはよくわかる。町民全体に対する公平な収入が得られているのか。滞納繰越分は徴収されているのか。
A　平等な徴収をするために、税では京都府地方税機構ができ、延滞の納付を依頼したり、納付相談を受けたり滞納が減ってい

く取り組みをしている。公平な負担というのは、どこまで行っても求めていかなければならない。
Q　３町合併、小学校統廃合について、議会として良い点、悪い点の検証をすべきではないか。答弁はよろしいです。
A　ご意見として伺っておきます。
Q　下水道のマンホールの蓋の段差で音がすごい。区から要望してもらっているが、直らない。町からは９月か10月には直すと

聞いている。
A　早急に対応します。
Q　荒廃土地がたくさんある。議会や町はどう考えているのか。有害鳥獣被害があり耕作にモチベーションが保てない。
A　この問題については、町も取り組んでいる。国の制度で奨励金もある。公的な支援ができるような仕組みづくりが必要と考える。
Q　椿育苗資料館は、年間17万円程赤字になる。頑張っている指定管理者には繋ぎ資金を出してほしい。
A　今の指定管理は経営努力が反映されない、赤字補填にしかなっていないと議会で指摘している。農林課にも相談してほしい。
Q　ＤＶになかなか気づけない。救いの手が差し伸べられていない。実態調査をしたりして、女性や子供が安心して暮らせるよ

うな取り組みを。
A　電話番号１８９（いちはやく）で町の担当者につながる取り組みを行っている。児童相談所とも連携し対応している。
Q　コロナでの閉じこもりで痴ほうが進んだ。家庭内で自然死が多く出ているとか話もある。大変気にしている。
A　コロナ禍において、どんな支援が必要なのか、行政と一緒になって考えていきたい。
Q　ＳＬ広場のブルーシートを何とかできないか。
A　今年度中には、旧加悦駅舎に３車両の車庫が出来る。一定整理できると思う。
Q　宮津与謝クリーンセンター、クアハウス岩滝と２つの大きな事業について、きちっと検証・確認を議会で予算の枠のなかで

しか議論できていない。将来を見据えた議論、現状を踏まえた議論を町民は求めている。
A　ご意見として承ります。

Q　住民と議会に距離感を感じる。議会の傍聴以外に、議会に触れる機会は有線テレビしかない。未加入世帯もある中、
youtubeでの配信はできないのか。

A　以前は、インターネットを活用しライブ配信を行っておりましたが、カメラやその他の機器の故障により、現在は行ってお
りません。再度整備したり、有線テレビの映像をyoutubeへの対応をしようとすると経費がかかることから考えておりません。
議会の傍聴・議会懇談会への参加や投書箱へご意見等をお願いします。

Q　海岸道路の照明について、照明の増設、日没から夜明けまで、照明の点灯をお願いしたい。
A　海岸道路は、京都府の管理となります。点灯時間については、以前、京都府ヘ要望いたしまして、午後５時から午前０時ま

でと午前５時30分から点灯するように対応いただいた経緯もあります。重ねて要望をされる場合は、京都府が府民からの提
案を受け付ける「府民協働インフラ保全事業の提案」が毎年春にありますので、そちらをご活用ください。

Q　サイクリングロードに熊やマムシが出て危険である。駆除をお願いしたい。
A　▶クマ対応について

近年ツキノワグマの生息数が増加しており、サイクリングロードに限らず住宅地内でも目撃や糞の確認がされております。
京都府知事より許可を得て捕獲を行っていますが、突然遭遇することもありますので以下の出会わないための行動をとっ
ていただくようにお願いします。
　•クマが活発に行動する朝夕の時間帯は特に注意する　　•霧や風の日、川の近くでは注意する
　•突然クマと出会わないよう自分の存在を知らせる等
▶マムシの対応について
広いサイクリングロードでマムシを駆除することは難しいと考えます。サイクリングロードは京都府の管理である他、町
がマムシの駆除を行うことはありません。毎年、サイクリングロードの草刈りを行うことで、蛇などの潜む場所を減らし、
予防対策になっていると思われます。

Q　加悦地域の野田川河川敷に木が生えている。災害が起きないように整備して頂きたい。
A　野田川の樹木伐採、浚渫については、各方面から京都府へ要望を行っております。ここ数年は、岩滝橋から弓の木橋や堂谷

橋周辺を中心に多くの箇所の浚渫を実施いただいておりますが、まだまだ十分とは言えない状況です。今後も、引き続き要
望を行っていきたいと考えております。

Q　高齢者の生活に必要な移動手段が不便なので、対策をして頂きたい。
A　近年高齢者で運転免許証自主返納をされる方が増えてきています。当然ながらそれらも要因となり、高齢者を含む移動手段

の確保が大きな課題となっています。本町では、幹線（丹海バス路線）へ繋ぐ移動手段として、コミュニティバスひまわり
を運行し、限られた中での移動手段確保に努めています。しかしながら、便数の制限など課題もあることから、これらに代
わる移動手段を検討する必要があり、令和４年２月に実証実験として「予約型乗合タクシー」を30日間運行し、その効果等
について検証することとしています。

▶議　会　懇　談　会◀

Q　ＤＶ加害者更生プログラムの出来る人材の育成や取り組みを与謝野町でも実施していただきたい。
A　非常に専門性が求められる分野でもあり、また与謝野町規模の町単独で取り組むことは難しく、近隣市町との広域での取り

組みが必要と考えます。京都府、近隣市町と連携し、府北部での取り組みとして検討する他、京都府へ要望を行っていきた
いと考えております。

Q　ＤＶ被害者が児童相談所に行くまでに至らないケースが多い。被害者の早期発見、早期の対応ができる体制を作っていただ
きたい。また児童相談所の増設もお願いしたい。

A　ＤＶと児童虐待は密接に関連しており、子どもの見ている前で夫婦間で暴力を振るう「面前ＤＶ」は子どもへの心理的虐待
に当たることから、町要保護児童対策協議会においてケース会議や実務者会議などでの情報共有と対応検討を行い、関係機
関との連携により、早期発見、早期対応に努めているところです。また、将来的にＤＶにつながらないよう、若い世代に対
しカップル間で起こるデートＤＶについての啓発、学習の機会を取り入れることも検討しております。京都北部地域への児
童相談所（家庭支援センター）の増設については、今後も引き続き京都府に対し要望を行っていきたいと考えております。

Q　基礎疾患のある方の新型コロナワクチン接種について、他の自治体では、自己申告しなくても身体障害者手帳や自立支援医
療受給者証の台帳と紐づけし、接種券を配布されたところがある。なぜ、与謝野町では紐づけしなかったのか。

A　１・２回目の新型コロナワクチン接種につきましては、国が確保するワクチンの量に限りがありワクチンの供給が順次行わ
れたことから、国が示す接種順位を踏まえ、65歳以上の高齢者からワクチン接種を開始し、ワクチンの供給量を勘案しながら、
基礎疾患を有する方、高齢者施設等の従事者などと順次接種を行い、以後については、対象年齢を引き下げワクチン接種を
実施してきたところです。優先接種の対象となる「基礎疾患を有する者」の対象者につきましては、65歳未満の内、慢性の
呼吸器の病気や心臓病（高血圧を含む）、腎臓病、肝臓病など14種類の疾病や疾患、そして肥満の方が該当することとなります。
身体障害者手帳や自立支援医療受給者証を保有されている方々以外の方も「基礎疾患を有する者」として優先接種の対象と
なることから、与謝野町接種券の送付に際しては、身体障害者手帳等の台帳との紐づけを行わず、新聞折込や文字放送やホ
ームページにより広く周知を行い、「優先接種に該当する疾患や疾病等をお示しし、ワクチン接種を早期に希望される方」に
ついて、接種券送付の申請をしていただくよう、お願いしてきたところです。

Q　新型コロナウイルス検査キットの配布に対し、時間的余裕がなかったとはいえ、国、京都府に相談をし、町、担当部局、議
会等が情報を共有し、町民に対する十分な説明をすることが、必要でなかったのかと思うがいかがか。

A　今後は、このような事業を計画するにあたっては、まずは京都府に相談をして見解を伺った上で検討を進める他、実施に当
たっては議会にも情報共有する等手順を踏んで事業化していきたいと考えています。

Q　新型コロナウイルス検査キットの配布は、お盆もすぎ、夏休みも終わり一定の要件を終えたので終了する。府の指導で中止
するとあったが、これらの対応に間題はなかったのか。またこの指導とは関与のことか。

A　想定していた主たる期間・お盆休み・夏休みの対応を終えたこと、住民の間で不安が広がったことを踏まえて終了したもの
です。京都府の指導を受けた時点では、今後も配布を続けられるかどうかは与謝野町の判断にお任せするとのことでありま
したので、医薬品医療機器法違反にはならないこと、町として帰省を奨励しているものではないこと、保健所の指導による
より詳しい説明書を配布すること等を考慮し、その時点では配布を継続することといたしましたので、京都府の指導で中止
したものではございません。配布を終了した対応については、問題はなく適切な判断であったと考えております。京都府の
指導は、あくまでも指導であると認識しています。

Q　新型コロナウイルス検査キットは、セルフチェックで問題ない、法律に違反していないとあるが、道義的責任はないのか。
A　令和３年８月22日に「抗原検査キット配布事業に係る経過」を、令和３年８月25日には「抗原検査キット配布事業の終了に

ついて」を町ホームページに掲載し丁寧な説明を行っておりますので、道義的責任は果たしているものと考えております。

Q　宮津与謝クリーンセンターの再稼働について、具体的な日程を教えて頂きたい。
A　２度目のダイオキシン発生により停止中。確実な情報が来ていないが、現在ダイオキシン濃度を検査中で、試運転の予定と

なっている。現場視察に行くので、後日報告できると思う。※10月14日から試験運転の実施を確認済み。
Q　直接搬入ごみについて、代行で持ち込んだ場合、業者と疑われ時間がかかる。また家族が車に同乗していても同様である。

もっとスムーズな対応をお願いしたい。
A　業としてごみを代行搬入することは違法です。したがって、繰り返し搬入されている方については、ご本人のごみかどうか、

確認させていただく場合がありますので、ご理解ご協力をお願いします。なお、ご家族が同乗されている場合、ご家族の名
前で申請されていれば、スムーズに対応しております。

Q　直接搬入ごみについて、一般ごみと事業系ごみの取扱いが曖昧ではないか。漁業関係者の発泡スチロールは受け入れてもら
えるが、電気店の発泡スチロールは受け入れてもらえない。受け入れてもらえるように是正をお願いしたい。

A　クリーンセンターは一般廃棄物処理施設であり、事業者が事業活動に伴って排出するごみの内、産業廃棄物に該当するものは、
原則、受入れはできません。ただし、事前協議のうえ発泡スチロール等処理可能な品目は、施設の処理能力等の範囲内で、
１市２町又業種にかかわらず、共通、公平に受け入れを行っています。

130人を雇用するファーマーズ

11 10※ 原稿はすべて本人が提出しています。



Q　公共施設の問題で、第三者委員会の答申に議会も従う認識で良いか。実施計画の無い計画で議会のチェック機能が働いてい
ないのではないか。

A　答申を尊重する。
Q　第三者委員会の答申で、行政は白紙に戻したのか。町民は白紙撤回ととらえて良いのか。
A　はい。白紙と考えていただいたら良いです。
Q　町は予算化して第三者委員会を設置した。行政からきちんと説明が無い。議会としてチェックする必要があるのではないか。
A　議会として、十分検討してチェックした。
Q　第三者委員会の報告があったとき、議会ではどのような議論がされたのか。
A　議案の審議にかかわるような提案は、町からなかった。報告があったのみで、今後は広く町民の意見を聞く地域デザイン会

議を開催する。議会としてはその辺を見極めている段階。
Q　地域デザイン会議と社会教育施設及び就学前教育保育施設のあり方。これとの関係は。
A　地域デザイン会議は、あくまで町全体の公共施設のあり方を町民の皆様に広く議論していただく場である。認定こども園の

ことだけを議論するのではない。与謝野町全体の公共施設の今後について、管理運営も含めてあり方を検討すると聞いている。
Q　地域デザイン会議の次の委員会とはどのような委員会なのか。
A　第三者委員会で設置を求められた委員会で、財政の専門家も入れた委員会を立ち上げるとされている。来年の１月設置予定。
Q　地域デザイン会議の中の委員会で検討するのか。
A　この会議では、具体的な結論は求めていない。意見を集約して次の有識者の入った会議で検討していく。
Q　地域デザイン会議も予算化されている。議会のチェックが必要ではないか。
A　与謝野町の全ての公共施設のあり方を検討していくと聞いている。予算のチェックはしている。議会でも質疑され審議され

ている。
Q　ＰＣＲ検査について、与謝野町独自で検査してもらいたい。ワクチン接種と並行して、誰でも、いつでも、どこでも、何度

でも無料で検査が出来る体制を作るよう国、京都府に要望してほしい。
A　国・府・町への要望を訴えていく。
Q　与謝野町のワクチン接種はどの年齢まで進んでいるのか。
A　ワクチン接種は、順調に進んでいる。現在は12歳までの接種となっている。高齢者については、ほぼ２回目の接種が完了している。
Q　コロナワクチンについて、65歳以上はほとんどが接種している。若者の接種率が低いので啓発をすべき。
A　接種については、町も頑張って呼び掛けているが、アレルギーのある方、小さい子どもについてトラブルを懸念されて接種

されない方もある。ご理解いただきたい。
Q　お盆後多数の感染者が出たが、検査キットの配布とは関係ないと思うが、議会としての意見を聞かせてほしい。
A　お盆明けに感染者が増えたのは事実。検査キットの最終的な考えについては、議会としての統一的な見解はない。各議員が

議会では質問している。
Q　京都府内の業者がインターネットで未承認の検査キットを販売して逮捕された。町が購入した商品と同じと聞いている。逮

捕された業者と町の仕入れ先は関係があるのか。
A　商品としては違う物と認識している。町の購入先は、一般的な薬剤卸売業者から購入している。
Q　検査キットを町民が受け取り、町民以外の人が使う。町民以外の人になぜ税金を使うのか。町税を使う妥当性があるのか疑

問を感じる。
A　町の説明では、町民でない人が町に帰ってきてコロナ感染が広がれば町民にも影響が出る。それを少しでも抑えるために配

布したと聞いている。
Q　使われていない残りの検査キットはどうなっているのか。
A　未使用の検査キットは、こども園等で感染者が出た場合に、町職員（保育士等）のセルフチェックのため使用すると聞いている。

具体的な確認は今後になる。
Q　未承認の新型コロナウイルス検査キットが目的外使用であるならば、補助金の使用に誤りがあったとなるのか。
A　目的外使用であるならば、補助金の返還も想定される。予算の流用で検査キットを購入しているので、議会がチェックでき

なかった。
Q　未承認の新型コロナウイルス検査キットの購入は、公金の不当な支出に当たるのではないかと思うがどのような考えか。住

民監査請求の対象となるのか。
A　住民監査請求は、ご自身でお考え頂きいただきたい。議会からは控えさせていただく。

Q　子どもたちが帰宅時にマスクをしているのを見るのがつらい。接触がダメなら少しでも間隔を開けてマスクを外し健全な生
活ができる環境を提案したい。議会の中でこんな提案があれば町の中の気分が変わる。

A　ご意見の一つとして伺っておきます。
Q　クアハウス岩滝あり方検討委員会は、クアハウス岩滝の状況を理解していたのか。ボイラー、排水が直っていない。オープ

ン直後から休業したが、誰が責任を取るのか。トレーニングマシーンの数も多すぎる。議員は隅々まで見るべき。
A　クアハウス岩滝の予算については、議論を交わし審議した結果である。
Q　議員の観光の考え方は。
A　物見遊山より体験型の観光。食事や観光施設間の移動手段の確保が課題。
Q　クアハウス岩滝の改修に５億円の費用がかかっている。きちんと検討されたのか。工事の議論をどこまでされたのか。
A　最終的に5.3億円となり驚いている。次々に予算要求がありどこまで予算が上がるのかと感じている。スタートした以上はや

っていかなければならない。
Q　クアハウス岩滝のヘアキャッチャーのことはどんな問題なのか。
A　ヘアキャッチャーの清掃について、京都府の規則が15年前から変更となっており、毎日清掃しなければならない。町も指定

管理者もこのことを認識しておらず、１週間に１回しか清掃をしていなかった。また、毎日清掃をすることにより指定管理
料の増額の予算提案があった。

Q　９月定例会で、町民が一番知りたいコロナの抗原検査キットの質問がなぜ止められたのか。
A　令和２年度決算認定での抗原検査キットの質問だった。抗原検査キット購入は、令和３年度事業のため議案に沿わないため。
Q　議会選出の監査委員が決算認定で反対をされている。これはどうしても理解できない。
A　決算審査意見書で、「コンプライアンス上、重大な問題があったことを指摘する。」と指摘がされている。監査委員は、町の

予算が適切に執行されたか審査を行っている。執行された予算が町民の利益にかなった町政運営であったかどうかを判断し
たときに、全国的にも事例があるようだが議員個人の政治姿勢として違う立場を取った。議会選出ではあるが、議員と監査
委員は独立した機関であることをご理解いただきたい。

Q　決算認定で、反対者が多い。どのような観点で審査を行ったのか。どのような異議があったのか。
A　予算の目的に沿った事業であったかのチェック。数字的な財政状況やその確認。審議をした結果、反対討論も含め、今後ど

う活かしていくか、それが議会の役目だと思う。
Q　決算は、予算執行の結果を示す成果報告書だと思う。行政効果の客観的な判断、今後の改善や反省の事項、これらを把握し

て活用していくことが重要であり、結果を町の財政運営、一層の健全化、適正化に役立てる。将来に向けての前向きな考え
方が重要だと思う。そのような観点で協議をお願いしたい。

A　おっしゃるとおりだと思うが、議員それぞれの考え方で判断されているので、大変難しい問題である。
Q　与謝クリーンセンター、クアハウス岩滝の問題。なぜこんなことが起こるのか。事前の計画性や確認、そのようなことがど

うだったのか、おろそかだったのではないか。どういったことが一番必要なのか。予算にとらわれず、もっと本質的なとこ
ろを議論してほしい。

A　議会においては、予算だけにとらわれず、多方面から質疑・追及や提案を行っております。
Q　決算認定において、筋の無い反対、整合性の無い反対をされる状態が正常だと思わない。他の議員は黙って見ているのか。

それで良いか。
A　議員の政治姿勢として反対された。法的に議会が問題にすることができない状況。ご理解いただきたい。
Q　議会中に広報特別委員会の議員が、顔写真を撮影されている。毎回撮らなくて良い。離席をしたり、議長の裏から写真を撮

ることは品位にかける。見直していただきたい。
A　ご意見として伺っておき、今後の課題とさせていただきます。
Q　しっかりと情報収集を行い議論をしていただきたい。その途中経過でも議会だよりで、議員の写真をカットすれば解説文や

中間報告、現状、その後の見通しを公にできる。
A　ご意見として伺っておきます。しかしながら３ヶ月に１度の発行のため、最新の情報が掲載できない懸念があります。
Q　議員が１名欠員だが、支障は無かったのか。４月には議員の改選期、議員定数の見直しの動きはあるのか。
A　議員間討議で３回議論した。現状のまま、２名減、１名減と意見があったが、現状のままの意見が大勢であったので、次回

の選挙は現状の16名で進めている。
Q　サイクリングロードの街灯を全体に設置してほしい。
A　現在は、加悦高から加悦に向かって350ｍ順次工事を行っている。来年度以降も延伸の予定。
Q　府道加悦但東線は、20年前に用地買収後工事がされていない。実行してほしい。
A　宮津養父線では期成同盟会を作り要望を行っている。地元でもそういう気運を高めていただきたい。我々も要望活動をさせ

てもらう。
Q　加悦奥川の改修も目途が立ち、住民で草引きをしている。ちりめん街道も地域が頑張っている。町の財政状況が悪い中、住

民が頑張れば町も良くなるのでないか。
A　今後ともご協力をお願いします。
Q　一般的な町の収入と比較して職員の給料が高いのではないか。
A　職員は法律で守られている。給与表で定められた給料が保障されている。なかなか解雇できない。公務員にも組合があるの

で交渉をしてラスパイレス指数100を基準として、94.6で給料が少ない団体である。
Q　今の職員給料の財源を、今の人員でシェアするのではなく、３倍の人員でシェアすれば一人あたりは相対的に落ちてくるし

雇用も増える。地元の民間企業を参考に給料を考えるのが、地方自治体の根本だと思う。
A　現実的に難しい。
Q　一日一善を町職員がやれば町が相当良くなると思うが、出来ていると思うか。
A　町に伝えます。

Q　財政がどんどん悪化している。令和２年度決算では、どこが悪くなったのか。
A　学校・保育所の解体、認定こども園の建設の事業費が膨れ上がった。それとコロナ関連の緊急支援金が国から交付され、そ

れに対しての歳出が膨れ上がったことが主な原因。
Q　財政が非常に厳しいことはよくわかる。町民全体に対する公平な収入が得られているのか。滞納繰越分は徴収されているのか。
A　平等な徴収をするために、税では京都府地方税機構ができ、延滞の納付を依頼したり、納付相談を受けたり滞納が減ってい

く取り組みをしている。公平な負担というのは、どこまで行っても求めていかなければならない。
Q　３町合併、小学校統廃合について、議会として良い点、悪い点の検証をすべきではないか。答弁はよろしいです。
A　ご意見として伺っておきます。
Q　下水道のマンホールの蓋の段差で音がすごい。区から要望してもらっているが、直らない。町からは９月か10月には直すと

聞いている。
A　早急に対応します。
Q　荒廃土地がたくさんある。議会や町はどう考えているのか。有害鳥獣被害があり耕作にモチベーションが保てない。
A　この問題については、町も取り組んでいる。国の制度で奨励金もある。公的な支援ができるような仕組みづくりが必要と考える。
Q　椿育苗資料館は、年間17万円程赤字になる。頑張っている指定管理者には繋ぎ資金を出してほしい。
A　今の指定管理は経営努力が反映されない、赤字補填にしかなっていないと議会で指摘している。農林課にも相談してほしい。
Q　ＤＶになかなか気づけない。救いの手が差し伸べられていない。実態調査をしたりして、女性や子供が安心して暮らせるよ

うな取り組みを。
A　電話番号１８９（いちはやく）で町の担当者につながる取り組みを行っている。児童相談所とも連携し対応している。
Q　コロナでの閉じこもりで痴ほうが進んだ。家庭内で自然死が多く出ているとか話もある。大変気にしている。
A　コロナ禍において、どんな支援が必要なのか、行政と一緒になって考えていきたい。
Q　ＳＬ広場のブルーシートを何とかできないか。
A　今年度中には、旧加悦駅舎に３車両の車庫が出来る。一定整理できると思う。
Q　宮津与謝クリーンセンター、クアハウス岩滝と２つの大きな事業について、きちっと検証・確認を議会で予算の枠のなかで

しか議論できていない。将来を見据えた議論、現状を踏まえた議論を町民は求めている。
A　ご意見として承ります。

Q　住民と議会に距離感を感じる。議会の傍聴以外に、議会に触れる機会は有線テレビしかない。未加入世帯もある中、
youtubeでの配信はできないのか。

A　以前は、インターネットを活用しライブ配信を行っておりましたが、カメラやその他の機器の故障により、現在は行ってお
りません。再度整備したり、有線テレビの映像をyoutubeへの対応をしようとすると経費がかかることから考えておりません。
議会の傍聴・議会懇談会への参加や投書箱へご意見等をお願いします。

Q　海岸道路の照明について、照明の増設、日没から夜明けまで、照明の点灯をお願いしたい。
A　海岸道路は、京都府の管理となります。点灯時間については、以前、京都府ヘ要望いたしまして、午後５時から午前０時ま

でと午前５時30分から点灯するように対応いただいた経緯もあります。重ねて要望をされる場合は、京都府が府民からの提
案を受け付ける「府民協働インフラ保全事業の提案」が毎年春にありますので、そちらをご活用ください。

Q　サイクリングロードに熊やマムシが出て危険である。駆除をお願いしたい。
A　▶クマ対応について

近年ツキノワグマの生息数が増加しており、サイクリングロードに限らず住宅地内でも目撃や糞の確認がされております。
京都府知事より許可を得て捕獲を行っていますが、突然遭遇することもありますので以下の出会わないための行動をとっ
ていただくようにお願いします。
　•クマが活発に行動する朝夕の時間帯は特に注意する　　•霧や風の日、川の近くでは注意する
　•突然クマと出会わないよう自分の存在を知らせる等
▶マムシの対応について
広いサイクリングロードでマムシを駆除することは難しいと考えます。サイクリングロードは京都府の管理である他、町
がマムシの駆除を行うことはありません。毎年、サイクリングロードの草刈りを行うことで、蛇などの潜む場所を減らし、
予防対策になっていると思われます。

Q　加悦地域の野田川河川敷に木が生えている。災害が起きないように整備して頂きたい。
A　野田川の樹木伐採、浚渫については、各方面から京都府へ要望を行っております。ここ数年は、岩滝橋から弓の木橋や堂谷

橋周辺を中心に多くの箇所の浚渫を実施いただいておりますが、まだまだ十分とは言えない状況です。今後も、引き続き要
望を行っていきたいと考えております。

Q　高齢者の生活に必要な移動手段が不便なので、対策をして頂きたい。
A　近年高齢者で運転免許証自主返納をされる方が増えてきています。当然ながらそれらも要因となり、高齢者を含む移動手段

の確保が大きな課題となっています。本町では、幹線（丹海バス路線）へ繋ぐ移動手段として、コミュニティバスひまわり
を運行し、限られた中での移動手段確保に努めています。しかしながら、便数の制限など課題もあることから、これらに代
わる移動手段を検討する必要があり、令和４年２月に実証実験として「予約型乗合タクシー」を30日間運行し、その効果等
について検証することとしています。

Q　ＤＶ加害者更生プログラムの出来る人材の育成や取り組みを与謝野町でも実施していただきたい。
A　非常に専門性が求められる分野でもあり、また与謝野町規模の町単独で取り組むことは難しく、近隣市町との広域での取り

組みが必要と考えます。京都府、近隣市町と連携し、府北部での取り組みとして検討する他、京都府へ要望を行っていきた
いと考えております。

Q　ＤＶ被害者が児童相談所に行くまでに至らないケースが多い。被害者の早期発見、早期の対応ができる体制を作っていただ
きたい。また児童相談所の増設もお願いしたい。

A　ＤＶと児童虐待は密接に関連しており、子どもの見ている前で夫婦間で暴力を振るう「面前ＤＶ」は子どもへの心理的虐待
に当たることから、町要保護児童対策協議会においてケース会議や実務者会議などでの情報共有と対応検討を行い、関係機
関との連携により、早期発見、早期対応に努めているところです。また、将来的にＤＶにつながらないよう、若い世代に対
しカップル間で起こるデートＤＶについての啓発、学習の機会を取り入れることも検討しております。京都北部地域への児
童相談所（家庭支援センター）の増設については、今後も引き続き京都府に対し要望を行っていきたいと考えております。

Q　基礎疾患のある方の新型コロナワクチン接種について、他の自治体では、自己申告しなくても身体障害者手帳や自立支援医
療受給者証の台帳と紐づけし、接種券を配布されたところがある。なぜ、与謝野町では紐づけしなかったのか。

A　１・２回目の新型コロナワクチン接種につきましては、国が確保するワクチンの量に限りがありワクチンの供給が順次行わ
れたことから、国が示す接種順位を踏まえ、65歳以上の高齢者からワクチン接種を開始し、ワクチンの供給量を勘案しながら、
基礎疾患を有する方、高齢者施設等の従事者などと順次接種を行い、以後については、対象年齢を引き下げワクチン接種を
実施してきたところです。優先接種の対象となる「基礎疾患を有する者」の対象者につきましては、65歳未満の内、慢性の
呼吸器の病気や心臓病（高血圧を含む）、腎臓病、肝臓病など14種類の疾病や疾患、そして肥満の方が該当することとなります。
身体障害者手帳や自立支援医療受給者証を保有されている方々以外の方も「基礎疾患を有する者」として優先接種の対象と
なることから、与謝野町接種券の送付に際しては、身体障害者手帳等の台帳との紐づけを行わず、新聞折込や文字放送やホ
ームページにより広く周知を行い、「優先接種に該当する疾患や疾病等をお示しし、ワクチン接種を早期に希望される方」に
ついて、接種券送付の申請をしていただくよう、お願いしてきたところです。

Q　新型コロナウイルス検査キットの配布に対し、時間的余裕がなかったとはいえ、国、京都府に相談をし、町、担当部局、議
会等が情報を共有し、町民に対する十分な説明をすることが、必要でなかったのかと思うがいかがか。

A　今後は、このような事業を計画するにあたっては、まずは京都府に相談をして見解を伺った上で検討を進める他、実施に当
たっては議会にも情報共有する等手順を踏んで事業化していきたいと考えています。

Q　新型コロナウイルス検査キットの配布は、お盆もすぎ、夏休みも終わり一定の要件を終えたので終了する。府の指導で中止
するとあったが、これらの対応に間題はなかったのか。またこの指導とは関与のことか。

A　想定していた主たる期間・お盆休み・夏休みの対応を終えたこと、住民の間で不安が広がったことを踏まえて終了したもの
です。京都府の指導を受けた時点では、今後も配布を続けられるかどうかは与謝野町の判断にお任せするとのことでありま
したので、医薬品医療機器法違反にはならないこと、町として帰省を奨励しているものではないこと、保健所の指導による
より詳しい説明書を配布すること等を考慮し、その時点では配布を継続することといたしましたので、京都府の指導で中止
したものではございません。配布を終了した対応については、問題はなく適切な判断であったと考えております。京都府の
指導は、あくまでも指導であると認識しています。

Q　新型コロナウイルス検査キットは、セルフチェックで問題ない、法律に違反していないとあるが、道義的責任はないのか。
A　令和３年８月22日に「抗原検査キット配布事業に係る経過」を、令和３年８月25日には「抗原検査キット配布事業の終了に

ついて」を町ホームページに掲載し丁寧な説明を行っておりますので、道義的責任は果たしているものと考えております。

Q　宮津与謝クリーンセンターの再稼働について、具体的な日程を教えて頂きたい。
A　２度目のダイオキシン発生により停止中。確実な情報が来ていないが、現在ダイオキシン濃度を検査中で、試運転の予定と

なっている。現場視察に行くので、後日報告できると思う。※10月14日から試験運転の実施を確認済み。
Q　直接搬入ごみについて、代行で持ち込んだ場合、業者と疑われ時間がかかる。また家族が車に同乗していても同様である。

もっとスムーズな対応をお願いしたい。
A　業としてごみを代行搬入することは違法です。したがって、繰り返し搬入されている方については、ご本人のごみかどうか、

確認させていただく場合がありますので、ご理解ご協力をお願いします。なお、ご家族が同乗されている場合、ご家族の名
前で申請されていれば、スムーズに対応しております。

Q　直接搬入ごみについて、一般ごみと事業系ごみの取扱いが曖昧ではないか。漁業関係者の発泡スチロールは受け入れてもら
えるが、電気店の発泡スチロールは受け入れてもらえない。受け入れてもらえるように是正をお願いしたい。

A　クリーンセンターは一般廃棄物処理施設であり、事業者が事業活動に伴って排出するごみの内、産業廃棄物に該当するものは、
原則、受入れはできません。ただし、事前協議のうえ発泡スチロール等処理可能な品目は、施設の処理能力等の範囲内で、
１市２町又業種にかかわらず、共通、公平に受け入れを行っています。

▶投　　書　　箱◀

▶町　か　ら　の　回　答◀
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駅
視
察

　

野
菜
搬
入
経
路
、
ト
イ
レ

が
内
側
か
ら
は
入
れ
な
い
等

の
問
題
は
、
滝
・
金
屋
農
業

振
興
会
に
現
状
の
運
営
に
つ

い
て
確
認
。
今
後
の
指
定
管

理
に
は
道
の
駅
と
し
て
提
案

し
て
も
ら
え
る
所
に
す
る
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
ろ
過
機
交
換

に
つ
い
て
予
備
費
の
う
ち
１

８
０
万
円
で
対
応
。

令
和
３
年
10
月
18
日

住
民
環
境
課

●
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ

い
て

　

10
月
20
日
、
宮
津
市
と
当

町
で
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

行
う
。
当
町
は
平
成
30
年
８

月
に
世
界
首
長
誓
約
に
署
名

し
て
お
り
、
２
０
３
０
年
に

Ｃ
Ｏ
２
を
26
％
削
減
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
令
和
２

年
３
月
の
施
政
方
針
の
中
で
、

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排

出
実
質
ゼ
ロ
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
）
を
目
指
す
表
明

も
し
た
。
脱
炭
素
社
会
の
構

築
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
で
あ
る
。

●
岩
滝
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
　

シ
ー
ケ
ン
サ
機
器
の
修
繕

を
行
う
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
環
境
常
任
委
員
会

報
告
者
／
下
村
隆
夫

令
和
３
年
10
月
21
日

　

定
例
会
に
先
立
ち
、
全
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
基
準

値
を
超
え
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

に
つ
い
て
の
現
状
説
明
が
あ

り
、①
原
因
究
明
と
対
策
を

早
急
に
示
す
た
め
の
試
験
運

転
を
、
10
月
14
日
か
ら
約
40

日
間
行
う
②
12
月
８
日
に
は

報
告
者
の
提
出
が
で
き
る
体

制
で
調
整
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
再
発
防
止
に

向
け
た
対
応
と
運
営
、
町
民

の
安
全
安
心
へ
の
周
知
と
説

明
を
強
く
求
め
た
。

　

続
い
て
、
定
例
会
が
行
わ

れ
令
和
２
年
度
決
算
認
定
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
一
般
質
問
、
管
理
者

に
対
す
る
意
見
書
が
審
議
・

質
疑
さ
れ
た
。
令
和
３
年
度

の
決
算
で
は
、
約
17
億
円
の

歳
入
歳
出
で
、
歳
入
の
約
70

％
が
各
市
町
か
ら
の
負
担
金
。

当
町
負
担
額
は
約
６
億
１
，

４
０
０
万
円
。
支
出
の
約
66

％
が
施
設
建
設
費
で
約
11
億

円
で
あ
っ
た
。
補
正
予
算
で

は
、
令
和
２
年
度
差
額
分
約

３
，
１
０
０
万
円
を
令
和
３

年
度
負
担
額
で
減
額
す
る
と

い
う
内
容
で
い
ず
れ
の
議
案

も
可
決
さ
れ
た
。
一
般
質
問

で
は
、
当
町
の
河
邉
議
員
が

登
壇
し
、
直
接
搬
入
ご
み
の

対
応
や
考
え
方
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
基
準
値
超
過
事

例
に
対
す
る
対
応
と
対
策
に

つ
い
て
、
管
理
者
に
対
し
て

意
見
書
が
提
案
さ
れ
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

基
準
値
超
過
に
対
す
る
、
今

後
の
体
制
と
運
営
に
つ
い
て
、

ま
た
、
議
会
懇
談
会
で
多
く

の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
、
直

接
搬
入
ご
み
の
対
応
と
考
え
、

改
善
に
つ
い
て
の
意
見
を
多

く
訴
え
た
。

宮
津
与
謝
環
境
組
合
議
会

報
告
者
／
家
城　

功

Q　公共施設の問題で、第三者委員会の答申に議会も従う認識で良いか。実施計画の無い計画で議会のチェック機能が働いてい
ないのではないか。

A　答申を尊重する。
Q　第三者委員会の答申で、行政は白紙に戻したのか。町民は白紙撤回ととらえて良いのか。
A　はい。白紙と考えていただいたら良いです。
Q　町は予算化して第三者委員会を設置した。行政からきちんと説明が無い。議会としてチェックする必要があるのではないか。
A　議会として、十分検討してチェックした。
Q　第三者委員会の報告があったとき、議会ではどのような議論がされたのか。
A　議案の審議にかかわるような提案は、町からなかった。報告があったのみで、今後は広く町民の意見を聞く地域デザイン会

議を開催する。議会としてはその辺を見極めている段階。
Q　地域デザイン会議と社会教育施設及び就学前教育保育施設のあり方。これとの関係は。
A　地域デザイン会議は、あくまで町全体の公共施設のあり方を町民の皆様に広く議論していただく場である。認定こども園の

ことだけを議論するのではない。与謝野町全体の公共施設の今後について、管理運営も含めてあり方を検討すると聞いている。
Q　地域デザイン会議の次の委員会とはどのような委員会なのか。
A　第三者委員会で設置を求められた委員会で、財政の専門家も入れた委員会を立ち上げるとされている。来年の１月設置予定。
Q　地域デザイン会議の中の委員会で検討するのか。
A　この会議では、具体的な結論は求めていない。意見を集約して次の有識者の入った会議で検討していく。
Q　地域デザイン会議も予算化されている。議会のチェックが必要ではないか。
A　与謝野町の全ての公共施設のあり方を検討していくと聞いている。予算のチェックはしている。議会でも質疑され審議され

ている。
Q　ＰＣＲ検査について、与謝野町独自で検査してもらいたい。ワクチン接種と並行して、誰でも、いつでも、どこでも、何度

でも無料で検査が出来る体制を作るよう国、京都府に要望してほしい。
A　国・府・町への要望を訴えていく。
Q　与謝野町のワクチン接種はどの年齢まで進んでいるのか。
A　ワクチン接種は、順調に進んでいる。現在は12歳までの接種となっている。高齢者については、ほぼ２回目の接種が完了している。
Q　コロナワクチンについて、65歳以上はほとんどが接種している。若者の接種率が低いので啓発をすべき。
A　接種については、町も頑張って呼び掛けているが、アレルギーのある方、小さい子どもについてトラブルを懸念されて接種

されない方もある。ご理解いただきたい。
Q　お盆後多数の感染者が出たが、検査キットの配布とは関係ないと思うが、議会としての意見を聞かせてほしい。
A　お盆明けに感染者が増えたのは事実。検査キットの最終的な考えについては、議会としての統一的な見解はない。各議員が

議会では質問している。
Q　京都府内の業者がインターネットで未承認の検査キットを販売して逮捕された。町が購入した商品と同じと聞いている。逮

捕された業者と町の仕入れ先は関係があるのか。
A　商品としては違う物と認識している。町の購入先は、一般的な薬剤卸売業者から購入している。
Q　検査キットを町民が受け取り、町民以外の人が使う。町民以外の人になぜ税金を使うのか。町税を使う妥当性があるのか疑

問を感じる。
A　町の説明では、町民でない人が町に帰ってきてコロナ感染が広がれば町民にも影響が出る。それを少しでも抑えるために配

布したと聞いている。
Q　使われていない残りの検査キットはどうなっているのか。
A　未使用の検査キットは、こども園等で感染者が出た場合に、町職員（保育士等）のセルフチェックのため使用すると聞いている。

具体的な確認は今後になる。
Q　未承認の新型コロナウイルス検査キットが目的外使用であるならば、補助金の使用に誤りがあったとなるのか。
A　目的外使用であるならば、補助金の返還も想定される。予算の流用で検査キットを購入しているので、議会がチェックでき

なかった。
Q　未承認の新型コロナウイルス検査キットの購入は、公金の不当な支出に当たるのではないかと思うがどのような考えか。住

民監査請求の対象となるのか。
A　住民監査請求は、ご自身でお考え頂きいただきたい。議会からは控えさせていただく。

Q　子どもたちが帰宅時にマスクをしているのを見るのがつらい。接触がダメなら少しでも間隔を開けてマスクを外し健全な生
活ができる環境を提案したい。議会の中でこんな提案があれば町の中の気分が変わる。

A　ご意見の一つとして伺っておきます。
Q　クアハウス岩滝あり方検討委員会は、クアハウス岩滝の状況を理解していたのか。ボイラー、排水が直っていない。オープ

ン直後から休業したが、誰が責任を取るのか。トレーニングマシーンの数も多すぎる。議員は隅々まで見るべき。
A　クアハウス岩滝の予算については、議論を交わし審議した結果である。
Q　議員の観光の考え方は。
A　物見遊山より体験型の観光。食事や観光施設間の移動手段の確保が課題。
Q　クアハウス岩滝の改修に５億円の費用がかかっている。きちんと検討されたのか。工事の議論をどこまでされたのか。
A　最終的に5.3億円となり驚いている。次々に予算要求がありどこまで予算が上がるのかと感じている。スタートした以上はや

っていかなければならない。
Q　クアハウス岩滝のヘアキャッチャーのことはどんな問題なのか。
A　ヘアキャッチャーの清掃について、京都府の規則が15年前から変更となっており、毎日清掃しなければならない。町も指定

管理者もこのことを認識しておらず、１週間に１回しか清掃をしていなかった。また、毎日清掃をすることにより指定管理
料の増額の予算提案があった。

Q　９月定例会で、町民が一番知りたいコロナの抗原検査キットの質問がなぜ止められたのか。
A　令和２年度決算認定での抗原検査キットの質問だった。抗原検査キット購入は、令和３年度事業のため議案に沿わないため。
Q　議会選出の監査委員が決算認定で反対をされている。これはどうしても理解できない。
A　決算審査意見書で、「コンプライアンス上、重大な問題があったことを指摘する。」と指摘がされている。監査委員は、町の

予算が適切に執行されたか審査を行っている。執行された予算が町民の利益にかなった町政運営であったかどうかを判断し
たときに、全国的にも事例があるようだが議員個人の政治姿勢として違う立場を取った。議会選出ではあるが、議員と監査
委員は独立した機関であることをご理解いただきたい。

Q　決算認定で、反対者が多い。どのような観点で審査を行ったのか。どのような異議があったのか。
A　予算の目的に沿った事業であったかのチェック。数字的な財政状況やその確認。審議をした結果、反対討論も含め、今後ど

う活かしていくか、それが議会の役目だと思う。
Q　決算は、予算執行の結果を示す成果報告書だと思う。行政効果の客観的な判断、今後の改善や反省の事項、これらを把握し

て活用していくことが重要であり、結果を町の財政運営、一層の健全化、適正化に役立てる。将来に向けての前向きな考え
方が重要だと思う。そのような観点で協議をお願いしたい。

A　おっしゃるとおりだと思うが、議員それぞれの考え方で判断されているので、大変難しい問題である。
Q　与謝クリーンセンター、クアハウス岩滝の問題。なぜこんなことが起こるのか。事前の計画性や確認、そのようなことがど

うだったのか、おろそかだったのではないか。どういったことが一番必要なのか。予算にとらわれず、もっと本質的なとこ
ろを議論してほしい。

A　議会においては、予算だけにとらわれず、多方面から質疑・追及や提案を行っております。
Q　決算認定において、筋の無い反対、整合性の無い反対をされる状態が正常だと思わない。他の議員は黙って見ているのか。

それで良いか。
A　議員の政治姿勢として反対された。法的に議会が問題にすることができない状況。ご理解いただきたい。
Q　議会中に広報特別委員会の議員が、顔写真を撮影されている。毎回撮らなくて良い。離席をしたり、議長の裏から写真を撮

ることは品位にかける。見直していただきたい。
A　ご意見として伺っておき、今後の課題とさせていただきます。
Q　しっかりと情報収集を行い議論をしていただきたい。その途中経過でも議会だよりで、議員の写真をカットすれば解説文や

中間報告、現状、その後の見通しを公にできる。
A　ご意見として伺っておきます。しかしながら３ヶ月に１度の発行のため、最新の情報が掲載できない懸念があります。
Q　議員が１名欠員だが、支障は無かったのか。４月には議員の改選期、議員定数の見直しの動きはあるのか。
A　議員間討議で３回議論した。現状のまま、２名減、１名減と意見があったが、現状のままの意見が大勢であったので、次回

の選挙は現状の16名で進めている。
Q　サイクリングロードの街灯を全体に設置してほしい。
A　現在は、加悦高から加悦に向かって350ｍ順次工事を行っている。来年度以降も延伸の予定。
Q　府道加悦但東線は、20年前に用地買収後工事がされていない。実行してほしい。
A　宮津養父線では期成同盟会を作り要望を行っている。地元でもそういう気運を高めていただきたい。我々も要望活動をさせ

てもらう。
Q　加悦奥川の改修も目途が立ち、住民で草引きをしている。ちりめん街道も地域が頑張っている。町の財政状況が悪い中、住

民が頑張れば町も良くなるのでないか。
A　今後ともご協力をお願いします。
Q　一般的な町の収入と比較して職員の給料が高いのではないか。
A　職員は法律で守られている。給与表で定められた給料が保障されている。なかなか解雇できない。公務員にも組合があるの

で交渉をしてラスパイレス指数100を基準として、94.6で給料が少ない団体である。
Q　今の職員給料の財源を、今の人員でシェアするのではなく、３倍の人員でシェアすれば一人あたりは相対的に落ちてくるし

雇用も増える。地元の民間企業を参考に給料を考えるのが、地方自治体の根本だと思う。
A　現実的に難しい。
Q　一日一善を町職員がやれば町が相当良くなると思うが、出来ていると思うか。
A　町に伝えます。

Q　財政がどんどん悪化している。令和２年度決算では、どこが悪くなったのか。
A　学校・保育所の解体、認定こども園の建設の事業費が膨れ上がった。それとコロナ関連の緊急支援金が国から交付され、そ

れに対しての歳出が膨れ上がったことが主な原因。
Q　財政が非常に厳しいことはよくわかる。町民全体に対する公平な収入が得られているのか。滞納繰越分は徴収されているのか。
A　平等な徴収をするために、税では京都府地方税機構ができ、延滞の納付を依頼したり、納付相談を受けたり滞納が減ってい

く取り組みをしている。公平な負担というのは、どこまで行っても求めていかなければならない。
Q　３町合併、小学校統廃合について、議会として良い点、悪い点の検証をすべきではないか。答弁はよろしいです。
A　ご意見として伺っておきます。
Q　下水道のマンホールの蓋の段差で音がすごい。区から要望してもらっているが、直らない。町からは９月か10月には直すと

聞いている。
A　早急に対応します。
Q　荒廃土地がたくさんある。議会や町はどう考えているのか。有害鳥獣被害があり耕作にモチベーションが保てない。
A　この問題については、町も取り組んでいる。国の制度で奨励金もある。公的な支援ができるような仕組みづくりが必要と考える。
Q　椿育苗資料館は、年間17万円程赤字になる。頑張っている指定管理者には繋ぎ資金を出してほしい。
A　今の指定管理は経営努力が反映されない、赤字補填にしかなっていないと議会で指摘している。農林課にも相談してほしい。
Q　ＤＶになかなか気づけない。救いの手が差し伸べられていない。実態調査をしたりして、女性や子供が安心して暮らせるよ

うな取り組みを。
A　電話番号１８９（いちはやく）で町の担当者につながる取り組みを行っている。児童相談所とも連携し対応している。
Q　コロナでの閉じこもりで痴ほうが進んだ。家庭内で自然死が多く出ているとか話もある。大変気にしている。
A　コロナ禍において、どんな支援が必要なのか、行政と一緒になって考えていきたい。
Q　ＳＬ広場のブルーシートを何とかできないか。
A　今年度中には、旧加悦駅舎に３車両の車庫が出来る。一定整理できると思う。
Q　宮津与謝クリーンセンター、クアハウス岩滝と２つの大きな事業について、きちっと検証・確認を議会で予算の枠のなかで

しか議論できていない。将来を見据えた議論、現状を踏まえた議論を町民は求めている。
A　ご意見として承ります。

Q　住民と議会に距離感を感じる。議会の傍聴以外に、議会に触れる機会は有線テレビしかない。未加入世帯もある中、
youtubeでの配信はできないのか。

A　以前は、インターネットを活用しライブ配信を行っておりましたが、カメラやその他の機器の故障により、現在は行ってお
りません。再度整備したり、有線テレビの映像をyoutubeへの対応をしようとすると経費がかかることから考えておりません。
議会の傍聴・議会懇談会への参加や投書箱へご意見等をお願いします。

Q　海岸道路の照明について、照明の増設、日没から夜明けまで、照明の点灯をお願いしたい。
A　海岸道路は、京都府の管理となります。点灯時間については、以前、京都府ヘ要望いたしまして、午後５時から午前０時ま

でと午前５時30分から点灯するように対応いただいた経緯もあります。重ねて要望をされる場合は、京都府が府民からの提
案を受け付ける「府民協働インフラ保全事業の提案」が毎年春にありますので、そちらをご活用ください。

Q　サイクリングロードに熊やマムシが出て危険である。駆除をお願いしたい。
A　▶クマ対応について

近年ツキノワグマの生息数が増加しており、サイクリングロードに限らず住宅地内でも目撃や糞の確認がされております。
京都府知事より許可を得て捕獲を行っていますが、突然遭遇することもありますので以下の出会わないための行動をとっ
ていただくようにお願いします。
　•クマが活発に行動する朝夕の時間帯は特に注意する　　•霧や風の日、川の近くでは注意する
　•突然クマと出会わないよう自分の存在を知らせる等
▶マムシの対応について
広いサイクリングロードでマムシを駆除することは難しいと考えます。サイクリングロードは京都府の管理である他、町
がマムシの駆除を行うことはありません。毎年、サイクリングロードの草刈りを行うことで、蛇などの潜む場所を減らし、
予防対策になっていると思われます。

Q　加悦地域の野田川河川敷に木が生えている。災害が起きないように整備して頂きたい。
A　野田川の樹木伐採、浚渫については、各方面から京都府へ要望を行っております。ここ数年は、岩滝橋から弓の木橋や堂谷

橋周辺を中心に多くの箇所の浚渫を実施いただいておりますが、まだまだ十分とは言えない状況です。今後も、引き続き要
望を行っていきたいと考えております。

Q　高齢者の生活に必要な移動手段が不便なので、対策をして頂きたい。
A　近年高齢者で運転免許証自主返納をされる方が増えてきています。当然ながらそれらも要因となり、高齢者を含む移動手段

の確保が大きな課題となっています。本町では、幹線（丹海バス路線）へ繋ぐ移動手段として、コミュニティバスひまわり
を運行し、限られた中での移動手段確保に努めています。しかしながら、便数の制限など課題もあることから、これらに代
わる移動手段を検討する必要があり、令和４年２月に実証実験として「予約型乗合タクシー」を30日間運行し、その効果等
について検証することとしています。

Q　ＤＶ加害者更生プログラムの出来る人材の育成や取り組みを与謝野町でも実施していただきたい。
A　非常に専門性が求められる分野でもあり、また与謝野町規模の町単独で取り組むことは難しく、近隣市町との広域での取り

組みが必要と考えます。京都府、近隣市町と連携し、府北部での取り組みとして検討する他、京都府へ要望を行っていきた
いと考えております。

Q　ＤＶ被害者が児童相談所に行くまでに至らないケースが多い。被害者の早期発見、早期の対応ができる体制を作っていただ
きたい。また児童相談所の増設もお願いしたい。

A　ＤＶと児童虐待は密接に関連しており、子どもの見ている前で夫婦間で暴力を振るう「面前ＤＶ」は子どもへの心理的虐待
に当たることから、町要保護児童対策協議会においてケース会議や実務者会議などでの情報共有と対応検討を行い、関係機
関との連携により、早期発見、早期対応に努めているところです。また、将来的にＤＶにつながらないよう、若い世代に対
しカップル間で起こるデートＤＶについての啓発、学習の機会を取り入れることも検討しております。京都北部地域への児
童相談所（家庭支援センター）の増設については、今後も引き続き京都府に対し要望を行っていきたいと考えております。

Q　基礎疾患のある方の新型コロナワクチン接種について、他の自治体では、自己申告しなくても身体障害者手帳や自立支援医
療受給者証の台帳と紐づけし、接種券を配布されたところがある。なぜ、与謝野町では紐づけしなかったのか。

A　１・２回目の新型コロナワクチン接種につきましては、国が確保するワクチンの量に限りがありワクチンの供給が順次行わ
れたことから、国が示す接種順位を踏まえ、65歳以上の高齢者からワクチン接種を開始し、ワクチンの供給量を勘案しながら、
基礎疾患を有する方、高齢者施設等の従事者などと順次接種を行い、以後については、対象年齢を引き下げワクチン接種を
実施してきたところです。優先接種の対象となる「基礎疾患を有する者」の対象者につきましては、65歳未満の内、慢性の
呼吸器の病気や心臓病（高血圧を含む）、腎臓病、肝臓病など14種類の疾病や疾患、そして肥満の方が該当することとなります。
身体障害者手帳や自立支援医療受給者証を保有されている方々以外の方も「基礎疾患を有する者」として優先接種の対象と
なることから、与謝野町接種券の送付に際しては、身体障害者手帳等の台帳との紐づけを行わず、新聞折込や文字放送やホ
ームページにより広く周知を行い、「優先接種に該当する疾患や疾病等をお示しし、ワクチン接種を早期に希望される方」に
ついて、接種券送付の申請をしていただくよう、お願いしてきたところです。

Q　新型コロナウイルス検査キットの配布に対し、時間的余裕がなかったとはいえ、国、京都府に相談をし、町、担当部局、議
会等が情報を共有し、町民に対する十分な説明をすることが、必要でなかったのかと思うがいかがか。

A　今後は、このような事業を計画するにあたっては、まずは京都府に相談をして見解を伺った上で検討を進める他、実施に当
たっては議会にも情報共有する等手順を踏んで事業化していきたいと考えています。

Q　新型コロナウイルス検査キットの配布は、お盆もすぎ、夏休みも終わり一定の要件を終えたので終了する。府の指導で中止
するとあったが、これらの対応に間題はなかったのか。またこの指導とは関与のことか。

A　想定していた主たる期間・お盆休み・夏休みの対応を終えたこと、住民の間で不安が広がったことを踏まえて終了したもの
です。京都府の指導を受けた時点では、今後も配布を続けられるかどうかは与謝野町の判断にお任せするとのことでありま
したので、医薬品医療機器法違反にはならないこと、町として帰省を奨励しているものではないこと、保健所の指導による
より詳しい説明書を配布すること等を考慮し、その時点では配布を継続することといたしましたので、京都府の指導で中止
したものではございません。配布を終了した対応については、問題はなく適切な判断であったと考えております。京都府の
指導は、あくまでも指導であると認識しています。

Q　新型コロナウイルス検査キットは、セルフチェックで問題ない、法律に違反していないとあるが、道義的責任はないのか。
A　令和３年８月22日に「抗原検査キット配布事業に係る経過」を、令和３年８月25日には「抗原検査キット配布事業の終了に

ついて」を町ホームページに掲載し丁寧な説明を行っておりますので、道義的責任は果たしているものと考えております。

Q　宮津与謝クリーンセンターの再稼働について、具体的な日程を教えて頂きたい。
A　２度目のダイオキシン発生により停止中。確実な情報が来ていないが、現在ダイオキシン濃度を検査中で、試運転の予定と

なっている。現場視察に行くので、後日報告できると思う。※10月14日から試験運転の実施を確認済み。
Q　直接搬入ごみについて、代行で持ち込んだ場合、業者と疑われ時間がかかる。また家族が車に同乗していても同様である。

もっとスムーズな対応をお願いしたい。
A　業としてごみを代行搬入することは違法です。したがって、繰り返し搬入されている方については、ご本人のごみかどうか、

確認させていただく場合がありますので、ご理解ご協力をお願いします。なお、ご家族が同乗されている場合、ご家族の名
前で申請されていれば、スムーズに対応しております。

Q　直接搬入ごみについて、一般ごみと事業系ごみの取扱いが曖昧ではないか。漁業関係者の発泡スチロールは受け入れてもら
えるが、電気店の発泡スチロールは受け入れてもらえない。受け入れてもらえるように是正をお願いしたい。

A　クリーンセンターは一般廃棄物処理施設であり、事業者が事業活動に伴って排出するごみの内、産業廃棄物に該当するものは、
原則、受入れはできません。ただし、事前協議のうえ発泡スチロール等処理可能な品目は、施設の処理能力等の範囲内で、
１市２町又業種にかかわらず、共通、公平に受け入れを行っています。

▶クリーンセンターからの回答◀

議会だよりは与謝野町ホームページに掲載しています。
上記の議会懇談会に関する内容はそちらでもご覧いただけます。

15 14



一 般 質 問
令
和
３
年
10
月
19
日

　

定
例
会
に
先
立
ち
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、「
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
の

進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
定
例
会
で

は
、
宮
津
与
謝
消
防
組
合
消

防
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
・
宮
津
与
謝
消
防
組

合
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
。
加
悦
谷
分
署
及

び
橋
北
分
署
の
高
規
格
救
急

車
を
２
台
更
新
す
る
な
ど
の

歳
入
総
額
８
億
８
，
０
７
１

万
６
千
円
、
歳
出
総
額
８
億

４
，
４
６
２
万
円
歳
入
歳
出

差
引
額
３
，
６
０
８
万
円
と

な
る
令
和
２
年
度
宮
津
与
謝

消
防
組
合
歳
入
歳
出
決
算
認

定
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成

で
可
決
・
認
定
さ
れ
た
。

宮
津
与
謝
消
防
組
合
議
会

報
告
者
／
山
﨑
政
史

令
和
３
年
９
月
16
日

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

議
案
第
６
号
・
７
号　

組
合

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
全
員
承
認
。

議
案
第
８
号　

組
合
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

全
員
承
認
。

議
案
第
９
号　

組
合
監
査
委

員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
改
正
、
全
員
承
認
。

議
案
第
10
号　

組
合
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
学
校
医
等
が
非
常
勤
の

特
別
職
と
な
る
こ
と
か
ら
改

正
、
全
員
承
認
。

議
案
第
11
号　

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
業
務
委
託
料
72
万

３
千
円
や
修
学
旅
行
キ
ャ
ン

セ
ル
料
等
補
助
金
１
４
３
万

５
千
円
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
２
４
万
４
千
円
増
額

し
、
総
額
を
１
億
９
３
３
万

５
千
円
に
す
る
と
し
て
、
質

疑
の
後
全
員
承
認
。

議
案
第
12
号　

令
和
２
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て
、
全
員
承
認
し

た
。

与
謝
野
町
宮
津
市
中
学
校
組
合

報
告
者
／
今
井
浩
介

地
方
税
等
滞
納
徴
収
状
況

令
和
３
年
11
月
16
日

　

京
都
府
宮
津
総
合
庁
舎
に

て
、
中
丹
地
方
事
務
所
管
内
、

丹
後
地
方
事
務
所
管
内
の
地

方
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
額
の
税
機
構
業
務
、
令

和
３
年
度
上
半
期
執
行
状
況

等
の
報
告

〈
中
丹
地
方
事
務
所
管
内
〉

　

各
市
町
の
滞
納
移
管
額
12

億
７
，
０
０
０
万
円
、
収
納

額
４
億
２
，
３
０
０
万
円
、

収
納
率
33
・
３
％
、
滞
納
処

分
停
止
１
億
４
，
４
０
０
万

円
。

〈
丹
後
地
方
事
務
所
管
内
〉

　

各
市
町
の
滞
納
移
管
額
７

億
６
，
８
０
０
万
円
、
収
納

額
１
億
９
，
４
０
０
万
円
、

収
納
率
25
・
２
％
、
滞
納
処

分
停
止
１
億
５
千
万
円
。
そ

の
内
与
謝
野
町
の
状
況
は
、

滞
納
移
管
額
１
億
５
，
４
０

０
万
円
、
収
納
額
２
，
９
０

０
万
円
、
収
納
率
18
・
８
％
。

京
都
地
方
税
機
構
議
会

報
告
者
／
多
田
正
成

問　

８
年
間
の
山
添
町
政
の
産
業
振
興
施
策

で
の
雇
用
促
進
、
費
用
対
効
果
は
あ
っ
た
の

か
。

町
長　

産
業
振
興
会
議
か
ら
の
提
言
書
等
を

受
け
止
め
る
形
で
行
っ
て
き
た
が
、
基
幹
産

業
に
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
る
。

問　

答
弁
か
ら
町
長
自
身
の
気
持
ち
が
伝
わ

ら
な
い
、
自
身
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
や

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

自
身
が
や
り
た
い
と
思
い
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
と
し
た
。

問　

シ
ル
ク
は
民
間
に
引
き
継
が
れ
、
こ
の

前
ま
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
満
額
の
資
金
は
集
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
世
間
的
に
も
需
要
が
な

い
の
で
は
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
（
以
下
、
検
査
キ
ッ
ト
）
の
配
布
を
控
え

る
よ
う
に
京
都
府
よ
り
指
導
が
あ
っ
た
と
聞

く
が
。

町
長　

令
和
３
年
８
月
７
日
よ
り
検
査
キ
ッ

ト
の
配
布
を
実
施
し
た
。
配
布
を
続
け
る
か

は
町
の
判
断
に
任
せ
る
が
、
責
任
を
求
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
指

摘
が
あ
っ
た
。

問　

こ
の
検
査
キ
ッ
ト
は
未
承
認
の
検
査
キ

ッ
ト
だ
が
、
使
用
に
対
し
て
は
法
律
に
違
反

し
て
い
な
い
。
道
義
的
責
任
に
つ
い
て
は
ど

う
お
考
え
か
。

町
長　

検
査
結
果
の
信
憑
性
へ
の
懸
念
は
想

定
し
て
い
た
。
検
査
結
果
は
１
０
０
％
で
は

な
い
旨
の
口
頭
説
明
を
加
え
配
布
を
始
め
た
。

検
査
キ
ッ
ト
配
布
事
業
の
終
了
に
つ
い
て
町

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
丁
寧
な
説
明
に

努
め
た
。
道
義
的
な
責
任
は
果
た
し
た
と
考

え
る
。

問　

検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
は
府
の
指
導
で
中

止
し
た
の
か
。
そ
の
対
応
に
は
問
題
が
な
か

っ
た
か
。

町
長　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
事
業
を

休
止
し
た
。
お
盆
、
夏
休
み
の
対
応
を
終
え

た
こ
と
、
ま
た
報
道
に
よ
り
住
民
の
間
で
不

安
が
広
が
っ
た
の
で
事
業
終
了
し
た
。
府
の

指
導
で
中
止
し
た
の
で
は
な
い
。
配
布
を
終

了
し
た
対
応
は
問
題
な
く
適
切
で
あ
っ
た
。

町
長　

取
り
組
ん
で
い
る
従
事
者
か
ら
は
ニ

ー
ズ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

行
政
は
平
等
で
あ
る
べ
き
、
事
業
を
展

開
さ
れ
て
い
る
浪
江
谷
の
貸
賃
を
定
め
回
収

す
る
べ
き
だ
。

町
長　

今
後
の
課
題
と
す
る
。

委
託
業
者
の
資
格
は

問　

移
住
定
住
施
策
の
一
部
業
務
を
受
け
た

事
業
者
が
宅
建
業
協
会
に
加
盟
し
て
い
な
い

が
、
問
題
は
な
い
の
か
。

観
光
課
長　

現
地
の
内
覧
に
は
不
動
産
業
者

も
同
行
す
る
の
で
問
題
な
い
。

問　

こ
の
業
者
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
。
不

動
産
業
者
に
任
せ
る
べ
き
。

町
長　

年
度
末
ま
で
に
し
っ
か
り
と
検
証
し

た
い
。

基
幹
産
業
に
新
し
い
息
吹
が
あ
る

A

現在の浪江谷

産
業
施
策
の
費
用
対
効
果
は

Q

配
布
を
続
け
る
の
は
町
の
判
断

A 府
よ
り
控
え
る
指
導
が
あ
っ
た
と
聞
く
が

Q問問 町
長

町
長

問町
長

配布されたキット

問問問

問 問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

観
光
課
長

髙岡伸明　議員

山﨑良磨　議員

16※ 原稿はすべて本人が提出しています。17



問　

使
用
用
途
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、
そ

の
方
法
は
。

町
長　

総
合
計
画
に
掲
げ
る
７
つ
の
分
野
と
、

地
域
づ
く
り
分
野
な
ど
の
事
業
指
定
型
４
分

野
を
寄
付
さ
れ
る
方
が
使
途
を
指
定
し
て
寄

附
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
「
関
係

構
築
『
ゆ
る
や
か
な
交
流
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
の
第
２
期
与
謝
野
町
ひ
と
・
し
ご
と
・

ま
ち
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
５
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
。
令
和
３
年
度
は
旧
加
悦

鉄
道
車
両
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
事
業
に

対
し
て
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
。

問　

受
入
額
実
績
と
活
用
状
況
は
。

町
長　

令
和
２
年
度
の
受
入
額
は
４
，
７
２

９
万
円
で
あ
り
、
本
制
度
開
始
か
ら
過
去
最

て
も
ら
う
べ
き
。

問　

施
設
運
営
は
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
是

正
勧
告
が
出
せ
る
。
既
に
１
回
出
さ
れ
２
回

目
を
出
す
と
、
委
託
料
が
減
額
さ
れ
る
。
改

善
出
来
な
い
場
合
、
２
回
目
を
勧
告
し
委
託

料
を
減
額
す
る
べ
き
。

町
長　

今
後
勧
告
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。

問　

ゴ
ミ
焼
却
と
メ
タ
ン
ガ
ス
化
併
設
施
設

の
導
入
は
少
な
い
。
技
術
が
確
立
出
来
て
い

な
い
の
で
は
。
組
合
事
務
局
長
も
否
定
出
来

な
い
と
組
合
議
会
で
発
言
し
て
い
る
。

町
長　

可
能
性
と
し
て
の
発
言
で
あ
る
。
一

日
も
早
く
事
態
を
収
拾
し
た
い
。

問　

清
掃
工
場
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
原
因
調
査
試

運
転
の
中
間
報
告
で
は
、
メ
タ
ン
設
備
再
利

用
水
で
ガ
ス
冷
却
を
し
て
い
る
が
、
濃
度
に

原
因
が
あ
る
の
で
は
と
記
載
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
検
出
日
は
試
運
転
の
５
倍
の
数
値
で
差

が
あ
り
す
ぎ
る
。
他
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

指
摘
内
容
と
同
様
の
見
解
と
な
る
部

分
も
あ
る
。

問　

焼
却
炉
業
者
選
定
は
、
２
社
応
募
が
あ

り
、
技
術
点
70
点
、
価
格
点
30
点
で
審
査
し

て
い
る
。
価
格
で
４
億
円
も
差
が
あ
る
の
に
、

同
じ
30
点
配
点
は
理
解
出
来
な
い
。
設
計
募

集
要
項
ど
お
り
で
計
算
す
る
と
、
別
の
会
社

と
な
る
。
ど
こ
の
自
治
体
で
も
、
提
案
価
格

に
応
じ
て
配
点
に
差
を
つ
け
て
い
る
。

副
町
長　

組
合
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
判
定
し

て
い
る
。
疑
問
点
は
組
合
に
尋
ね
、
回
答
し

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
「
大
雨
に
よ
っ

て
野
田
川
お
よ
び
三
田
川
、
男
山
川
が
氾
濫

し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
地
域
や
避
難

施
設
な
ど
の
防
災
施
設
を
掲
載
し
て
い
ま

す
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
私
た
ち
が
問
題
に
し

て
い
る
雨
水
出
水
の
記
載
が
な
い
の
か
。

町
長　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
京
都
府
が
公
表

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
水
防
法
に
お
け
る

洪
水
、
雨
水
出
水
及
び
、
高
潮
に
よ
る
浸
水

想
定
区
域
制
度
は
、
各
水
害
に
対
応
し
、
避

難
場
所
や
避
難
路
の
設
定
等
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
で
、
住
民
等
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避

難
路
確
保
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
水
防
法
改
正
前
の
作
成

で
あ
る
た
め
、
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

弓
木
、
金
堀
池
か
ら
阿
蘇
海
へ
の
排
水

路
が
溢
れ
た
ら
、
移
住
定
住
施
策
が
進
ま
な

い
と
思
う
が
。

町
長　

合
併
後
に
は
京
都
府
が
管
理
す
る
弓

木
川
砂
防
堰
堤
か
ら
堆
積
し
て
い
た
土
砂
や

流
木
が
土
石
流
と
な
っ
て
流
下
し
た
こ
と
に

よ
る
災
害
は
令
和
元
年
８
月
25
日
以
後
な
い
。

よ
っ
て
雨
水
が
排
水
施
設
で
排
除
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
雨
水
出
水
は
発
生
し
て
い
な
い

と
考
え
る
。
部
分
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
あ

る
が
、
状
況
に
変
化
が
生
じ
な
い
限
り
、
当

該
地
域
の
排
水
路
を
再
整
備
す
る
計
画
は
も

っ
て
い
な
い
。

問　

経
済
全
体
で
ま
ち
は
良
く
な
っ
た
か
。

町
長　

市
町
村
内
総
生
産
、
市
町
村
税
課
税

状
況
は
上
昇
し
て
い
る
。
平
成
30
年
が
最
新

の
数
値
。

問　

毎
年
の
検
証
が
で
き
て
い
な
い
中
で
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
事
業
を
実
行
し
て
い
る

の
か
。

町
長　

最
新
の
数
字
は
把
握
で
き
な
い
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
現
状
が
把
握
で
き
る
。

問　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
の
ホ
ッ
プ
栽
培
は
、

単
体
で
は
仕
事
に
な
ら
な
い
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
農
業
振
興
、
新
規
農
業
者
増
に
繋
が
る

の
か
。

町
長　

仕
事
と
し
て
定
着
で
き
る
か
は
ビ
ー

ル
醸
造
所
の
建
設
が
命
運
を
分
け
る
。

問　

一
人
が
持
つ
ホ
ッ
プ
栽
培
面
積
は
変
わ

ら
な
い
の
で
醸
造
所
が
建
設
さ
れ
て
も
収
益

は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
。

町
長　

供
給
体
制
も
強
化
さ
れ
、
比
例
し
て

収
益
も
上
昇
す
る
。
流
通
金
額
も
高
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

問　

議
会
や
町
民
に
し
っ
か
り
示
し
な
が
ら

事
業
を
遂
行
し
て
ほ
し
い
。
ま
ち
の
ブ
ラ
ン

ド
と
は
。

町
長　

他
と
比
較
し
て
差
別
化
を
図
る
こ
と
。

問　

ビ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
購
入
す
る
店
が
あ

り
、
飲
め
る
店
が
あ
る
。
ビ
ー
ル
に
合
う
町

内
産
品
を
活
用
し
た
料
理
が
各
飲
食
店
で
同

じ
メ
ニ
ュ
ー
や
料
理
が
あ
る
。
そ
し
て
人
が

訪
れ
る
。
こ
れ
が
ブ
ラ
ン
ド
だ
と
思
う
。

町
長　

賛
同
す
る
。
現
状
を
踏
ま
え
改
善
し

て
い
き
た
い
。

高
額
と
な
っ
て
い
る
。
活
用
状
況
は
各
分
野

の
一
般
財
源
配
分
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
に
57
万
５
０
０
円
を
積
み
立
て
た
。
尚
、

令
和
３
年
度
の
受
入
額
は
11
月
末
現
在
で
個

人
版
が
２
，
０
４
７
万
５
千
円
で
あ
り
、
企

業
版
が
１
，
０
１
０
万
円
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
31
万
１
，
１
０

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
要
し
た
費
用
は
。

町
長　

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
礼

品
の
調
達
や
受
付
サ
イ
ト
運
営
に
係
る
委
託

料
な
ど
寄
付
金
額
の
概
ね
２
分
の
１
を
必
要

経
費
と
見
込
ん
で
い
る
。

問問 町
長

町
長

７
つ
の
分
野
に
つ
い
て
は
当
確
年
度
に
配
分
す
る

A

ふるさと納税

現在のクリーンセンター

実際の金堀池

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q

仕
事
と
し
て
確
立
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
状
況

A 産
業
振
興
は
仕
事
と
し
て
成
り
立
つ
の
か

Q

指
摘
と
同
様
の
見
解
部
分
も
あ
る

A ダ
イ
オ
キ
シ
ン
原
因
は
他
に
あ
る
の
で
は

Q

再
整
備
す
る
計
画
は
無
い

A 見
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

Q

問町
長

町
長

町
長

問問問

問問 町
長

町
長

町
長

問問 町
長

問町
長

問町
長

仕事になるように

問問

問

町
長

町
長

町
長

副
町
長

今井浩介　議員

渡邉貫治　議員

永島洋視　議員

下村隆夫　議員

19 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一般質問ここが聞きたい！ 一般質問ここが聞きたい！

18※ 原稿はすべて本人が提出しています。



問　

新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
が
南
ア
フ
リ
カ
で
確
認
さ
れ
て
、
日
本

を
含
め
全
世
界
で
確
認
。
感
染
拡
大
が
懸
念
、

第
６
波
が
現
実
味
を
帯
び
た
。
３
回
目
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
定
は
。

町
長　

現
時
点
で
は
２
回
目
接
種
後
、
８
カ

月
を
経
過
す
る
対
象
者
か
ら
順
次
接
種
で
き

る
よ
う
準
備
を
す
る
。

問　

１
、
２
回
目
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ

ク
チ
ン
利
用
者
が
多
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
配
分

上
、
３
回
目
は
モ
デ
ル
ナ
接
種
を
と
、
い
わ

ゆ
る「
交
互
接
種
」を
国
が
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
抗
体
量
」
が
上
が
る
と
さ
れ
る
一
方
、
副

反
応
も
懸
念
す
る
。
選
択
で
き
る
の
は
良
い

が
、
仮
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
希
望
者
が
増
え
れ
ば

配
分
の
関
係
上
、
当
然
足
ら
な
く
な
る
、
混

乱
が
生
じ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
副
反
応
も

含
め
て
、
住
民
に
対
し
、
正
し
い
情
報
を
速

や
か
に
提
供
す
べ
き
で
は
。

町
長　

速
や
か
に
情
報
提
供
を
し
、
接
種
の

参
考
に
し
て
頂
く
。
ワ
ク
チ
ン
供
給
、
配
分

に
つ
い
て
町
村
会
か
ら
、
知
事
に
安
定
的
な

供
給
を
国
に
働
き
か
け
て
頂
き
た
い
と
要
望

を
し
た
。

問　

接
種
対
象
年
齢
を
更
に
引
き
下
げ
、
５

歳
か
ら
11
歳
児
童
（
小
児
）
へ
の
接
種
を
国

へ
薬
事
申
請
が
さ
れ
て
い
る
。
ご
家
庭
で
は
、

よ
り
慎
重
に
議
論
、
判
断
で
き
る
よ
う
情
報

提
供
す
べ
き
。

町
長　

ご
家
庭
で
議
論
を
深
め
判
断
で
き
る

よ
う
情
報
提
供
し
て
い
く
。

問　

米
の
買
い
取
り
価
格
の
減
少
は
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
幅
に
崩
れ
た
こ
と
に

よ
り
全
国
的
に
大
幅
に
下
落
し
て
い
る
と
理

解
し
て
い
る
。
一
般
的
な
米
価
指
標
と
な
る

Ｊ
Ａ
の
買
い
取
り
価
格
は
率
に
し
て
21
・
５

％
と
大
幅
な
下
落
と
な
っ
て
い
る
。

問　

町
独
自
の
取
組
は
何
が
あ
る
の
か
。

町
長　

近
年
農
業
に
限
ら
ず
環
境
へ
の
取
組

が
求
め
ら
れ
農
林
水
産
省
は
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
国
と
し
て

も
環
境
負
荷
の
少
な
い
農
業
、
有
機
農
業
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
当
町

で
は
こ
の
方
向
性
に
非
常
に
合
致
し
た
自
然

循
環
農
業
を
軸
と
し
た
農
業
を
引
き
続
き
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

野
菜
全
般
の
販
路
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

野
菜
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
京
都
が
組
織

す
る
「
施
設
園
芸
部
会
」、「
加
工
契
約
野
菜

部
会
」、「
与
謝
野
産
直
の
会
」
の
取
組
「
京

の
ふ
る
さ
と
産
品
協
会
」
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

京
野
菜
の
取
組
な
ど
に
よ
り
販
路
開
拓
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
産

地
消
の
観
点
か
ら
は
野
菜
の
駅
な
ど
の
直
売

施
設
に
対
す
る
伴
走
支
援
を
考
え
て
い
る
。

ら
な
い
。
団
員
数
が
減
少
し
て
い
て
も
適
切

な
消
防
団
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
考
え
る
。

問　

団
員
の
８
割
以
上
が
被
雇
用
者
の
な
か

で
事
業
所
な
ど
へ
の
対
応
は
。

町
長　

過
去
に
は
民
間
事
業
者
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
た
。
引
き
続
き
町
内
事
業
者

へ
の
啓
発
・
協
力
依
頼
な
ど
強
化
し
て
い
く
。

問　

消
防
団
活
動
が
さ
ら
に
活
発
化
す
る
取

組
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

団
員
確
保
の
取
組
・
支
援
内
容
な
ど

消
防
団
の
方
と
共
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

団
員
数
の
減
少
と
団
員
構
成
の
変
化
が

消
防
団
の
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
適
正
な

規
模
の
活
力
あ
る
消
防
団
員
の
確
保
を
い
か

に
図
る
か
が
各
市
町
村
の
課
題
と
さ
れ
て
い

る
が
、当
町
の
現
状
・
団
員
数
確
保
の
取
組
は
。

町
長　

本
町
消
防
団
の
団
員
の
定
数
は
、
３

８
３
人
で
あ
る
が
合
併
以
降
条
例
定
数
を
確

保
で
き
た
こ
と
は
な
い
状
況
。
ま
た
、
団
員

の
被
雇
用
者
率
も
86
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

被
雇
用
者
で
あ
る
団
員
の
割
合
が
大
多
数
を

占
め
て
い
る
。
団
員
数
の
確
保
に
つ
い
て
は

現
団
員
か
ら
の
勧
誘
の
ほ
か
各
区
長
に
も
紹

介
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
取
組
ん
で
い
る
。

問　

条
例
定
数
に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
住

民
の
安
心
・
安
全
を
守
れ
る
の
か
。

町
長　

社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
う
え

で
団
員
数
に
つ
い
て
も
議
論
し
な
け
れ
ば
な

問　

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
２
号
機
関
車

と
明
治
の
木
造
客
車
２
車
両
を
加
悦
鉄
道
資

料
館
横
に
移
設
展
示
す
る
た
め
の
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
。
保
存
・
展
示
す
る
た
め
の
設

備
費
用
の
一
部
に
と
日
本
冶
金
工
業
㈱
か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
」
と
し
て
町

は
１
，
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
た
。
日

本
冶
金
工
業
㈱
の
木
村
会
長
か
ら
「
町
民
の

皆
さ
ん
と
観
光
客
の
交
流
の
機
会
が
拡
大
し
、

町
が
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
町
は
期
待

に
応
え
る
べ
き
だ
が
。

町
長　

貴
重
な
近
代
化
遺
産
で
あ
る
２
号
機

関
車
を
含
む
３
車
両
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
加
悦
鉄
道
保
存
会
」

の
協
力
を
得
な
が
ら
一
般
公
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
住
民
・
観
光
客
・
全
国
の
鉄
道

フ
ァ
ン
と
の
交
流
機
会
が
生
ま
れ
、
町
内
観

光
施
設
等
と
の
相
乗
効
果
も
図
っ
て
い
き
た

い
。

地
域
創
生
の
光
と
影
を
問
う

問　

府
北
部
５
市
２
町
は
果
た
し
て「
創
生
」

し
た
の
か
と
、
丹
念
に
取
材
し
た
新
聞
の
特

集
記
事
に
注
目
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
の

「
地
域
創
生
」。
町
の
総
合
戦
略
は
、
次
の
取

り
組
み
に
入
る
前
に
「
科
学
的
知
見
に
よ
る

検
証
」
が
必
要
。

町
長　

ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦

略
に
よ
り
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
外

部
有
識
者
の
知
見
も
活
用
し
て
効
果
検
証
を

行
っ
て
い
る
。

問

問

町
長

町
長

問

問

町
長

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問問 町
長

問町
長

問町
長

町
長

文
化
財
と
し
て
保
存
し
、観
光
・
地
域
活
性
化
に
活
用

A 加
悦
鉄
道
２
号
機
関
車
と
観
光
交
流
拡
大

Q

消
防
団
の
方
と
共
に
推
進
し
て
い
く

A 消
防
団
活
動
の
啓
発・支
援
策
は

Q

国
へ
も
ワ
ク
チ
ン
安
定
供
給
・
配
分
を
要
望

A コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
確
保
と
情
報
提
供
を

Q

自
然
循
環
農
業
を
進
め
て
い
る

A 町
の
農
業
施
策
は

Q

ワクチンの確保を

野菜の駅のようす

問問

問

収納施設現在建設中

出初式のようす

杉上忠義　議員

山﨑政史　議員

浪江秀明　議員

和田裕之　議員

21 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一般質問ここが聞きたい！ 一般質問ここが聞きたい！

20※ 原稿はすべて本人が提出しています。



問　

当
町
の
農
業
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
長　

町
の
主
産
業
で
あ
り
稲
作
は
農
業
の

中
心
で
あ
る
。

問　

当
町
の
農
業
の
Ｐ
Ｒ
は
。

町
長　

当
町
の
農
業
の
特
徴
で
あ
る
自
然
循

環
型
農
業
も
含
め
、
色
々
な
場
面
で
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

問　

丹
後
の
お
米
は
大
変
お
い
し
い
が
全
国

的
な
知
名
度
は
な
い
。
京
都
府
と
の
連
携
を

強
く
図
り
、Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

町
長　

付
加
価
値
を
上
げ
る
に
は
Ｐ
Ｒ
は
重

要
で
あ
り
必
要
で
あ
る
。
海
の
京
都
の
取
組

に
も
農
業
を
取
り
入
れ
た
形
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

行
政
の
封
筒
や
企
業
の
名
刺
な
ど
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
も
可
能
で
は
な
い
か
。

町
長　

多
様
な
手
法
も
含
め
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

問　

自
然
循
環
型
農
業
の
代
名
詞
「
豆
っ
こ

肥
料
」
の
現
状
は
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
希
望
の
約
八

割
の
供
給
。

問　

学
校
給
食
の
残
菜
を
活
用
す
る
な
ど
新

た
な
取
組
も
含
め
強
化
を
図
る
べ
き
。

町
長　

課
題
は
多
様
に
あ
る
が
、
要
望
に
対

応
で
き
る
供
給
を
目
指
し
、
提
案
事
項
も
含

め
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

産
業
振
興
は
全
体
の
底
上
げ
が
最
重
要
。

町
長　

同
様
の
見
解
で
あ
る
。
様
々
な
形
を

取
り
入
れ
、
町
の
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く
。

次
の
選
挙
に
出
馬
す
る
の
か

問　

次
の
選
挙
に
出
る
の
か
。

町
長　

や
る
べ
き
事
は
多
く
あ
る
。
状
況
を

見
極
め
し
か
る
べ
き
時
期
に
決
断
す
る
。

問　

昨
年
「
野
田
川
社
会
教
育
施
設
の
在
り

方
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
の
諮
問
事
項

に
つ
い
て
７
回
の
会
議
を
重
ね
た
結
果
、「
白

紙
撤
回
」
と
の
委
員
全
員
の
賛
同
の
結
果
と

な
っ
た
。
答
申
内
容
は
「
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
十
分
」
等
が
掲
げ
て
あ

っ
た
。
今
日
ま
で
に
町
長
は
議
会
に
お
い
て

「
委
員
会
の
答
申
は
尊
重
す
る
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
今
月
６
日
か
ら
10
日
迄
の
柔
道

場
、
体
育
館
の
利
用
者
は
１
４
０
名
で
小
、

中
学
生
か
ら
80
歳
代
ま
で
自
ら
の
健
康
づ
く

り
と
ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
向
上
に
向
け
頑
張
っ

て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
分
室
も
小
中
学
生

の
学
ぶ
機
会
を
考
え
る
と
加
悦
谷
統
合
で

な
く
旧
町
毎
に
必
要
と
思
う
。
商
工
会
の
合

理
化
案
に
お
い
て
加
悦
・
岩
滝
支
所
の
縮
小

は
や
む
を
得
な
い
が
、
本
所
だ
け
は
野
田
川

に
す
る
べ
き
と
の
声
が
会
員
に
多
い
。
野
田

川
社
会
教
育
施
設
の
す
ぐ
そ
ば
を
岩
屋
川

が
流
れ
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
施

設
周
辺
は
洪
水
災
害
時
軒
下
50
㎝
か
ら
３
ｍ

と
あ
る
。
今
後
異
常
気
象
で
の
豪
雨
災
害
が

懸
念
さ
れ
る
場
所
で
、
０
歳
児
か
ら
の
保
育

施
設
は
適
当
な
場
所
か
、
こ
の
際
新
た
な
場

所
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
。

町
長　

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
方

針
に
基
づ
き
、
更
地
で
は
な
く
老
朽
化
施
設

の
廃
止
や
撤
去
を
前
提
と
し
、
デ
ザ
イ
ン
会

議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
判
断

し
て
い
く
。

業
支
援
等
も
行
っ
て
き
た
。

問　

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

地
域
経
済
へ
の
影
響
は
、
地
域
に
お

け
る
個
人
消
費
や
事
業
者
に
よ
る
経
済
活
動

の
縮
小
、
税
収
の
減
収
な
ど
が
予
想
で
き
る

が
、
当
町
へ
の
誘
客
に
よ
っ
て
消
費
増
加
や
、

外
貨
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
で
資
源

が
循
環
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

問　

若
者
層
の
定
着
に
向
け
た
施
策
は
。

町
長　

本
町
の
資
源
を
活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
行
う
こ
と
で
、
住
ん
で
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

問　

本
町
の
人
口
減
少
の
実
態
と
今
後
の
見

通
し
は
。

町
長　

１
９
７
５
年
か
ら
減
少
に
転
じ
、
令

和
２
年
度
は
、
２
万
92
人
と
な
り
、
２
０
４

５
年
に
は
約
１
万
２
千
人
に
な
る
と
さ
れ
て

い
る
。
人
口
減
少
に
よ
り
、
空
き
家
の
増
加
、

地
域
活
動
等
に
お
け
る
人
手
不
足
、
産
業
の

後
継
者
不
足
、
地
域
経
済
活
動
の
縮
小
と
い

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
人
口
減
少
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。

問　

少
子
化
対
策
や
移
住
の
た
め
の
施
策
等
、

現
在
行
っ
て
い
る
施
策
は
何
か
。

町
長　

妊
娠
・
出
産
支
援
や
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
施
策
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

施
策
、
近
年
は
ふ
る
さ
と
教
育
に
よ
っ
て
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
意
識
醸
成
の

取
組
や
、
地
元
事
業
所
へ
の
就
職
支
援
、
起

Ｂ
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
教

職
員
の
立
ち
番
や
付
き
添
い
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。

路
側
帯
・
転
落
防
止
柵
を
問
う

問　

児
童
生
徒
が
登
下
校
し
て
い
る
道
に
お

い
て
、
路
側
帯
の
白
線
が
経
年
劣
化
で
消
え

て
い
る
状
況
。
ま
た
道
路
沿
い
に
水
路
も
あ

り
危
険
で
あ
る
。
そ
の
対
応
策
を
問
う
。

町
長　

様
々
な
要
望
の
内
容
を
精
査
し
、
優

先
順
位
に
よ
っ
て
財
政
の
許
す
範
囲
で
実
施

す
る
。

問　

子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
今

一
度
、
通
学
路
の
再
点
検
を
強
化
し
、
危
険

な
道
路
状
況
や
交
差
点
な
ど
、
注
意
を
要
す

る
箇
所
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
、
情
報
交

換
な
ど
に
よ
る
共
有
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

設
置
し
て
い
る
与
謝
野
町
子
供
の
移
動
経
路

／
通
学
路
等
の
安
全
推
進
会
議
で
通
学
路
の

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問　

通
学
路
の
防
犯
対
策
な
ど
子
ど
も
を
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

現
在
行
っ
て
い
る
登
下
校
時
の
安

全
確
保
の
取
組
と
し
て
は
、
小
学
校
児
童
は

集
団
あ
る
い
は
複
数
で
登
下
校
を
行
う
と
と

も
に
、
不
審
者
対
策
と
し
て
地
域
見
守
り
隊

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
ほ
か
警
察
官
Ｏ

問問

問町
長

町
長

安
全
推
進
会
議
で
通
学
路
の
安
全
対
策
を
行
う

A

ゾーン30

通
学
路
の
安
全・防
犯
対
策
の
取
り
組
み

Q

デ
ザ
イ
ン
会
議
で
の
議
論
を
参
考
に
す
る

A 野
田
川
社
会
教
育
施
設
の
存
続
を

Q

様
々
な
角
度
か
ら
町
農
業
の
付
加
価
値
を
上
げ
る

A 産
業
振
興
は
全
体
の
底
上
げ
が
最
重
要

Q

多
く
の
対
策
を
し
て
い
る
が
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

A 人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
は
急
務
だ

Q

対策は急務

当町産品の豆っこ米

野田川体育館

教
育
長

教
育
長

問町
長

問

町
長

問町
長
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

町
長

問問問問

問問問問

河邉新太郎　議員

安達種雄　議員家城　功　議員

宮﨑有平　議員

23 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一般質問ここが聞きたい！ 一般質問ここが聞きたい！

22※ 原稿はすべて本人が提出しています。
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～ 自分の考えを表現し、学び合う山田っ子 ～

つばきこども園の紹介
～ ともだちいっぱい  うれしいな !! ～

　山田小学校では、今年度の学校教育目標を「～夢をもち　自ら学び　心豊かに　たくましく生きる児童の
育成～」と掲げ、様々な教育活動を行っています。
　今年度から導入された一人一台のタブレットを活用して、自分の考えを書きこんで友達に伝えたり、マッ
ト運動をする友達を撮影し、「もっと足をのばした方がきれいで大きな技になるよ。」「視線はここだよ。」と、
改善点を話し合ったりする等、自己表現の場が大きく広がりました。
　保護者や地域の方にも、外部講師として児童の学習に協力していただいています。今後も、感染対策を講じ、
今できることを工夫しながら取り組んでいきます。

　令和3年12月13日に桑飼保育園とかやこども園が統合し「つばきこども園」が開園しました。ピカピカの
新しい園舎には園児161名の元気な声が響き渡っています。環境の変化に戸惑う子どもさんもいましたが、
少しずつ慣れ、新しい友達と名前を呼びあったり、一緒に遊んだり、時には喧嘩もしながら過ごしています。
　年長児は、新しい園舎内を探検し、「ここが危ない」「どうしたらいいかな？」と話し合い、小さいクラス
の友達にも伝えて、新しいルールが決まってきました。「やりたい」ことにたくさん出合い、様々な経験を積
み重ねられるような教育・保育活動を行います。たくさんの子ども達と保護者や地域の方々、職員が笑顔い
っぱいのこども園を目指します。

まちの宝

子どもペー
ジ

山田小学校の紹介

　地域の方にお世話
になって、与謝野町
の産業について学ん
でいます。

　教科学習の場だけで
なく、委員会活動やト
ークタイム等、異年齢
での伝え合いもとても
楽しみにしています。

友達と一緒に体作りも楽しんでいます。

友達と話し合う時間を大切にしています。笑顔い～っぱいのつばきこども園です。

子ども達の笑顔に癒されます♡


